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は
じ
め
に
　
　

　
近
世
を
通
し
て
美
人
画
や
名
所
絵
を
主
な
画
題
と
し
て
い
た
錦
絵

は
、
明
治
に
入
り
、
初
め
て
時
事
的
な
話
題
を
描
く
こ
と
が
公
的
に

許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
二
月
に
西

南
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
誕
生
し
た
ば
か
り
の
日
刊
新
聞
各
紙
は
大

き
く
発
行
部
数
を
伸
ば
し
、
政
府
に
よ
る
報
道
管
制
の
下
に
置
か
れ

な
が
ら
も
、従
軍
記
者
ら
が
戦
地
か
ら
送
る
情
報
に
よ
っ
て
速
報
性
・

正
確
性
の
高
い
記
事
を
連
日
掲
載
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
に
視

覚
的
情
報
を
補
う
も
の
と
し
て
登
場
し
て
き
た
の
が
、
三
枚
続
の
錦

絵
新
聞
（
１
）
の
判
型
を
受
け
継
ぐ
戦
報
錦
絵
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
東
京

に
お
い
て
絵
師
と
し
て
主
に
筆
を
執
っ
た
の
は
、
月
岡
芳
年
、
楊
洲

周
延
、
永
島
孟
齋
ら
で
、
い
ず
れ
も
天
保
期
に
「
は
ん
じ
も
の
」
で

錦
絵
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
化
の
端
緒
を
開
い
た
、
歌
川
国
芳
の
弟
子

た
ち
で
あ
る
。
次
第
に
新
聞
報
道
は
講
談
や
寺
で
の
説
教
（
２
）

、
あ
る
い

は
店
先
で
の
音
読
な
ど
、
音
声
に
よ
る
情
報
伝
達
で
東
京
や
大
阪
と

い
っ
た
大
都
市
の
よ
り
広
範
な
層
に
浸
透
し
て
い
く
。
こ
う
し
て
錦

絵
の
需
要
は
拡
大
し
て
、
実
に
多
様
な
形
態
・
内
容
の
も
の
が
刊
行

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
ら
一
群
の
出
版
物
は「
西
南
戦
争
錦
絵
」

と
い
う
名
称
で
各
地
の
機
関
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
が
全
国
九

　
論
文

　「
鎮
撫
」
す
る
西
郷
像
か
ら
見
る
西
南
戦
争
錦
絵
　

　
　
　
―
連
作
『
鹿
児
嶋
新
聞
』
の
検
討
―

高
　
橋
　
未
　
来

キ
ー
ワ
ー
ド

　
西
南
戦
争
　
錦
絵
　
新
聞
　
士
族
反
乱
　
西
郷
隆
盛
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「
鎮
撫
」
す
る
西
郷
像
か
ら
見
る
西
南
戦
争
錦
絵
（
高
橋
）

ヵ
所
の
所
蔵
館
（
３
）

等
で
行
っ
た
史
料
調
査
で
は
、
現
時
点
で
約
六
〇
〇

種
の
作
品
を
確
認
し
て
い
る
。

こ
の
「
西
南
戦
争
錦
絵
」
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
は
注
意
が
必

要
で
、
同
時
代
の
史
料
に
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
は
な
く
、
定
義
が
曖

昧
で
研
究
者
に
よ
っ
て
操
作
し
う
る
概
念
で
あ
る
。
筆
者
が
確
認
し

た
約
六
〇
〇
種
の
作
品
と
は
、
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
～
明
治

二
六
（
一
八
九
三
）
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
、
西
南
戦
争
関
連
の
話
題

を
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
、
西
郷
隆
盛
を
描
い
て
い
る
も
の
を
判
型

に
か
か
わ
ら
ず
合
計
し
た
数
字
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
断
っ

て
お
き
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
「
西
南
戦
争
錦
絵
」
は
報
道
画
と
は
言
い
難
い
そ
の
荒

唐
無
稽
な
内
容
か
ら
、
浮
世
絵
研
究
や
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
の
分
野
に

お
い
て
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
議
論
の
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
歴

史
学
の
分
野
に
お
い
て
も
「
西
郷
論
」
あ
る
い
は
「
西
郷
伝
説
」
を

語
る
文
脈
で
、
民
衆
の
西
郷
へ
の
同
情
や
肩
入
れ
を
示
す
も
の
と
し

て
用
い
ら
れ
る
（
４
）

こ
と
が
主
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
、
画
像
史
料
を
一

次
史
料
と
し
て
用
い
る
歴
史
研
究
は
増
え
て
お
り
、
か
わ
ら
版
や
幕

末
の
時
事
諷
刺
画
、
明
治
初
期
の
錦
絵
新
聞
等
の
全
容
解
明
が
進
む

中
で
、
そ
れ
ら
を
上
回
る
数
が
現
存
す
る
「
西
南
戦
争
錦
絵
」
を
無

視
し
た
ま
ま
近
世
近
代
移
行
期
の
社
会
・
文
化
に
つ
い
て
語
る
こ
と

は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
に
は
国
民
諸
階
層
の
、
近
世
を

通
し
て
政
治
的
支
配
を
遂
行
し
た
特
権
的
身
分
で
あ
り
、
武
力
を
独

占
す
る
社
会
的
存
在
で
あ
り
続
け
た
士
族
た
ち
に
対
す
る
眼
差
し
、

そ
し
て
そ
う
し
た
士
族
層
の
役
割
を
今
ま
さ
に
否
定
し
よ
う
と
す
る

維
新
政
権
に
対
す
る
眼
差
し
が
、
何
ら
か
の
形
で
表
れ
て
い
る
は
ず

だ
か
ら
で
あ
る
。
西
南
戦
争
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
新
た
な
メ
デ
ィ
ア

の
形
態
で
あ
り
、
東
京
市
民
に
提
供
さ
れ
た
娯
楽
で
も
あ
っ
た
「
西

南
戦
争
錦
絵
」
の
同
時
代
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
探
る
た
め
に
は
、

こ
の
六
〇
〇
種
の
出
版
物
の
類
型
化
と
と
も
に
個
々
の
事
例
を
つ
き

あ
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

「
西
南
戦
争
錦
絵
」
と
版
元
・
絵
師
・
記
者
を
同
じ
く
す
る
メ
デ

ィ
ア
と
し
て
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
の
佐
賀
の
乱
を
契
機
と
す

る
西
国
士
族
反
乱
の
際
に
登
場
し
、
西
南
戦
争
期
に
は
一
〇
〇
種
近

く
不
定
期
に
刊
行
さ
れ
た
冊
子
状
の
書
籍
類
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
は
以
下
の
三
氏
に
よ
り
実
証
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
ニ
ュ
ー
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
役
割
に
い
ち
早
く
着
目
し
た

土
屋
礼
子
氏
は
こ
れ
ら
を
「
ニ
ュ
ー
ス
冊
子
」
と
呼
び
、
新
聞
報
道

を
整
理
し
て
絵
や
地
図
な
ど
の
視
覚
情
報
を
補
う
こ
と
で
人
々
の
需

要
に
応
え
た
媒
体
と
い
う
点
を
強
調
し
て
い
る
（
５
）
。
作
り
手
は
新
聞
関

係
者
と
戯
作
者
系
の
文
筆
家
に
分
類
で
き
、
西
南
戦
争
の
際
に
は
そ

れ
ま
で
の
「
ニ
ュ
ー
ス
冊
子
」
よ
り
も
大
幅
に
視
覚
的
表
現
が
増
強

さ
れ
た
と
い
う
分
析
は
「
西
南
戦
争
錦
絵
」
の
検
討
に
お
い
て
も
重

要
と
な
る
。
ま
た
佐
々
木
亨
氏
は
、
西
郷
隆
盛
へ
の
人
々
の
関
心
の

高
さ
か
ら
戦
報
記
事
や
錦
絵
及
び
冊
子
類
は
新
た
な
大
市
場
を
開
拓
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し
、
新
聞
の
連
載
記
事
が
草
双
紙
と
し
て
単
行
本
化
さ
れ
る
と
い
う

明
治
期
草
双
紙
の
原
型
が
西
南
戦
争
も
の
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
６
）
。
佐
々
木
氏
と
同
じ
く
文
学
史
的
観
点
か
ら

こ
れ
ら
の
冊
子
及
び
錦
絵
を
取
り
上
げ
て
い
る
生
住
昌
大
氏
は
、
西

南
戦
争
期
の
出
版
界
の
動
向
に
着
目
し
、
特
に
「
実
録
」
の
形
態
や

文
体
と
い
う
視
角
か
ら
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
典
拠

を
詳
細
に
調
査
し
、「
実
録
」
を
標
榜
し
た
冊
子
類
も
単
な
る
新
聞

記
事
の
引
用
で
な
く
、
作
り
手
の
政
治
的
意
図
に
よ
っ
て
改
竄
さ
れ

て
い
た
可
能
性
を
提
示
し
た
（
７
）

。
ま
た
「
西
南
戦
争
錦
絵
」
に
つ
い
て

も
同
様
の
典
拠
調
査
で
、
絵
師
た
ち
は
新
聞
記
事
に
基
づ
い
て
想
像

力
を
働
か
せ
、
川
中
島
合
戦
な
ど
過
去
の
戦
記
類
の
枠
組
み
に
沿
っ

て
画
を
描
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
（
８
）

、
こ
う
し
た
西
南
戦
争

も
の
が
明
治
一
〇
年
代
の
異
種
百
人
一
首
ブ
ー
ム
の
呼
び
水
に
な
っ

た
と
考
察
す
る
。
本
稿
で
も
生
住
氏
の
設
定
し
た
言
葉
を
借
り
、
こ

れ
ら
の
冊
子
を
「
実
録
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

本
稿
で
は
諸
氏
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
膨
大
な
錦
絵
の

中
で
も
特
に
『（
鎮
撫
）
鹿
児
島
新
聞
』
と
い
う
大
判
三
枚
続
の
戦

報
錦
絵
シ
リ
ー
ズ
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
の
絵
及
び
詞
書
の
内
容
の

典
拠
や
時
期
的
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。
戦
報
錦
絵
に
は
詞
書
が
な

い
も
の
が
多
い
中
、
毎
号
同
じ
絵
師
と
記
者
の
制
作
に
よ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
、
通
し
番
号
な
ど
は
な
い
も
の
の
同
一
の
表
題
を
掲
げ
て

明
ら
か
に
連
作
と
し
て
制
作
さ
れ
た
例
は
非
常
に
珍
し
い
。
ま
た
政

府
の
征
討
令
発
令
に
よ
っ
て
初
め
て
西
郷
隆
盛
が
反
乱
の
首
領
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
際
、『（
鎮
撫
）
鹿
児
島
新
聞
』
は
内
容
を

大
き
く
変
化
さ
せ
て
い
る
。「
西
南
戦
争
錦
絵
」お
よ
び
同
時
代
の「
実

録
」
研
究
に
お
い
て
、
特
定
の
記
者
・
絵
師
の
組
み
合
わ
せ
に
着
目

し
、
彼
ら
が
錦
絵
に
描
い
た
内
容
の
時
期
的
変
化
を
取
り
上
げ
た
も

の
は
、
管
見
の
限
り
こ
れ
ま
で
に
存
在
し
な
い
。
こ
の
作
品
を
検
討

す
る
こ
と
で
、「
西
南
戦
争
錦
絵
」
作
り
手
の
意
図
や
情
報
を
取
捨

す
る
過
程
の
具
体
例
を
示
し
、「
西
南
戦
争
錦
絵
」
に
お
け
る
事
例

研
究
の
一
つ
に
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
一
章
　
号
外
記
事
か
ら
錦
絵
へ

　
第
一
節
　
沼
尻
絓
一
郎
と
安
達
吟
光

　『（
鎮
撫
）
鹿
児
島
新
聞
』
は
当
時
「
真
匠
銀
光
」
と
号
し
て
い
た

安
達
吟
光
に
よ
る
絵
、
そ
し
て
「
玄
涯
鏛
」「
太
田
鏛
」「
大
多
鏛
」

な
ど
の
名
前
で
文
筆
活
動
を
行
っ
て
い
た
沼
尻
絓
一
郎
に
よ
る
詞
書

か
ら
な
る
。
作
画
吟
光
・
記
者
沼
尻
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
は
他
に
、

読
本
風
の
『
西
南
太
平
記
』（
一
～
一
五
篇
）
と
い
う
「
実
録
」
が

あ
る
。
こ
の
う
ち
沼
尻
に
つ
い
て
は
、
西
南
戦
争
期
に
は
こ
の
二
作

品
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
作
品
を
手
掛
け
て
お
り
、
生
住
氏
が
「
西

南
戦
争
も
の
実
録
の
享
受
と
検
閲
―
沼
尻
絓
一
郎
作
品
を
例
と
し
て

―
」
と
い
う
論
考
の
中
で
特
に
「
実
録
」
出
版
に
お
け
る
そ
の
足
跡
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「
鎮
撫
」
す
る
西
郷
像
か
ら
見
る
西
南
戦
争
錦
絵
（
高
橋
）

三月二七日

三月二六日

三月二四日

同日
三月一五日

三月（日不明）

三月一二日

三月七日

三月二日

三月一日

二月二四日

二月二二日

二月二一日

二月一九日、鹿児島県暴徒征討令下る。二月二〇日に新聞各紙が征討令を報道

同日
同日

同日
二月一五日

二月一二日

二月一一日、『東京日日新聞』などが鹿児島県庁襲撃事件に関する号外を発行

一月一五日

一月八日

一月（日不明）

錦絵『鹿児嶋新聞

　
河尻本陣図』（木邨定五郎版、記者不明）

錦絵『鹿児嶋新聞

　
山鹿口戦之図』（小林常吉版）

実録『西南太平記

　
初篇上下』（萬笈閣版）

　　　　　　　　　　
※出版は三月三一日

実録『鹿児嶋記聞

　
第五号』

（多賀甚五郎版、梅堂国政画）

錦絵『鹿児嶋新聞

　
熊本城戦争図』（福田熊次郞版）【図６】

錦絵『鹿児嶋新聞

　
熊本城戦之図』（木邨定五郎版）

実録『鹿児嶋記聞

　
第四号』

（多賀甚五郎版、梅堂国政画）

錦絵『鹿児嶋新聞

　
植木駅戦之図』（小森宗次郞版）

錦絵『鹿児嶋新聞』（植木林之助版）【図５】

実録『鹿児嶋記聞

　
第三号』

（多賀甚五郎版、梅堂国政画）

錦絵『鎮撫鹿児嶋新聞』（林吉蔵版）【図３】

実録『鹿児嶋記聞

　
第二号』

（多賀甚五郎版、梅堂国政画）

実録『鹿児嶋記聞』

（多賀甚五郎版、梅堂国政画）

実録『探誠夢復路

　
鹿児島事件ノ巻』

（澤久次郞版、梅堂国政画）

実録『探誠夢復路

　
思案橋事件の巻』

（澤久次郞版、梅堂国政画）

錦絵『鎮撫鹿児嶋新聞』（辻岡文助版）【図２】

錦絵『鎮撫鹿児嶋新聞』（植木林之助版）【図１】

錦絵『会津戦争記聞』（林吉蔵版）

錦絵『三重県暴徒一覧』（小林鉄次郎版）

錦絵『三重県暴徒一覧』（林吉蔵版）

沼尻絓一郎

錦絵『鹿児嶋猛勇揃』

      

　
（福田熊次郞版、詞書なし）

安達吟光

表1
　



－  17  －

史
苑
（
第
七
七
巻
第
一
号
）

九月七日

同日
同日

八月三一日

同日
同日

六月一五日

五月（日不明）

五月（日不明）

五月一一日

同日
同日

同日
同日

同日
同日

五月一日

四月二八日

四月一一日

同日
四月五日

同日
同日

同日
四月四日

実録『西南鎮静記

　
三編上下』

（萬笈閣版、絵師不明）

※出版は翌年一月

実録『西南鎮静記

　
二編上下』

（萬笈閣版、絵師不明）

※出版は一一月

実録『西南鎮静記

　
初編上下』

（萬笈閣版、絵師不明）

※出版は九月二〇日

実録『西南太平記

　
一五編上下』（萬笈閣版）※出版は八月七日

実録『西南太平記

　
一四編上下』（萬笈閣版）※出版は七月二八日

実録『西南太平記

　
一三編上下』（萬笈閣版）※出版は七月一二日

錦絵『鹿児嶋新聞

　
車返戦之図』（福田熊次郞版）

錦絵『鹿児嶋新聞

　
福岡暴行之図』（福田熊次郞版）

錦絵『鹿児嶋新聞

　
緑川戦争之図』（小森宗次郞版）※図版未確認
（ （1 （

実録『西南太平記

　
一二編上下』（萬笈閣版）※出版は六月二二日

実録『西南太平記

　
一一編上下』（萬笈閣版）※出版は六月一五日

実録『西南太平記

　
一〇編上下』（萬笈閣版）※出版は六月八日

実録『西南太平記

　
九編上下』（萬笈閣版）
　
※出版は五月三〇日

実録『西南太平記

　
八編上下』（萬笈閣版）
　
※出版は五月二一日

実録『西南太平記

　
七編上下』（萬笈閣版）
　
※出版は五月一五日

実録『西南太平記

　
六編上下』（萬笈閣版）
　
※出版は五月八日

錦絵『鹿児嶋新聞

　
二俣夜撃図』（木邨定五郎版）

錦絵『鹿児嶋新聞

　
木葉嶽戦之図』（小森宗次郞版）

錦絵『鹿児嶋新聞

　
二重峠戦争之図』（小森宗次郞版）

錦絵『鹿児嶋新聞

　
山鹿戦争之図』（福田熊次郞版、記者不明）

実録『西南太平記

　
五編上下』（萬笈閣版）
　
※出版は五月一日

実録『西南太平記

　
四編上下』（萬笈閣版）
　
※出版は四月二三日

実録『西南太平記

　
三編上下』（萬笈閣版）
　
※出版は四月一八日

実録『西南太平記

　
二編上下』（萬笈閣版）
　 ※早稲田本では四月三日、国会本では四月四日

　　
出版は四月一〇日

沼尻絓一郎

錦絵『暴徒日向路引退図』（図７）

（林吉蔵版、詞書なし）

安達吟光

表
２

－
１

表
２

－
２
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「
鎮
撫
」
す
る
西
郷
像
か
ら
見
る
西
南
戦
争
錦
絵
（
高
橋
）

を
辿
っ
て
い
る
。「
東
京
府
平
民
（
９
）
」
も
し
く
は
「
茨
城
県
平
民（
（1
（

」
で

あ
る
こ
と
以
外
素
性
は
不
明
だ
が
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
最
も
活
動

的
な
文
筆
家
の
一
人
と
し
て
重
要
な
人
物
で
あ
る
。

対
す
る
安
達
吟
光
（
本
名
安
達
平
七
）
は
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）

年
生
ま
れ（
（1
（

、
西
南
戦
争
が
起
き
た
明
治
一
〇
年
当
時
は
二
四
歳
で
、

『（
鎮
撫
）
鹿
児
島
新
聞
』
は
そ
の
本
格
的
な
画
業
の
始
期
に
あ
た
る
。

東
京
堀
江
町
二
丁
目
二
番
地（
（1
（

に
住
居
を
構
え
、『
西
南
太
平
記
』
を

制
作
し
て
い
た
四
～
五
月
に
は
こ
こ
に
沼
尻
が
止
宿
し
て
、
作
品
づ

く
り
だ
け
で
な
く
生
活
も
共
に
し
て
い
た
。
前
頁
の
【
表
１
】
は
沼

尻
と
吟
光
の
明
治
一
〇
年
の
一
年
間
に
お
け
る
作
品
計
六
三
点
を
内

務
省
へ
の
出
版
届
出
の
日
付
順
に
整
理
し
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
見

え
る
と
お
り
、
当
該
時
期
の
吟
光
作
品
は
ほ
ぼ
全
て
沼
尻
と
組
ん
で

作
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。
吟
光
の
「
依
頼
随
真
匠
銀
光
画
」
と
い
う
落
款
も

考
慮
し
て
、
筆
者
は
活
動
を
主
導
し
て
い
た
の
が
記
者
の
沼
尻
の
方

で
あ
っ
た
と
想
定
し
て
い
る
。

錦
絵
の
画
題
選
択
に
お
い
て
は
通
常
、
そ
の
制
作
・
流
通
の
全

て
を
取
り
仕
切
る
地
本
問
屋
（
版
元
）
の
意
向
が
強
い
影
響
力
を
持

つ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
『（
鎮
撫
）
鹿
児
島
新
聞
』
は
ほ
ぼ
毎
号
版

元
を
替
え
て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
で
絵
や
詞
書
の
内
容
に

変
化
が
生
じ
た
様
子
は
な
い
。
つ
ま
り
こ
れ
は
版
元
の
意
向
を
超
え

た
と
こ
ろ
で
、沼
尻
と
吟
光
が
独
自
に
企
画
し
た
作
品
な
の
で
あ
る
。

　
第
二
節
　「
鎮
撫
」
す
る
西
郷

　
明
治
一
〇
年
二
月
一
一
日
、
鹿
児
島
で
不
平
士
族
ら
が
県
庁
を
襲

撃
す
る
事
件
が
起
き
た
と
し
て
、
東
京
の
大
新
聞
各
紙
は
号
外
を
発

行
し
た
。
翌
一
二
日
、
こ
の
報
道
を
受
け
て
真
っ
先
に
出
版
が
届
け

出
ら
れ
た
錦
絵
こ
そ
、
沼
尻
・
吟
光
の
『
鎮
撫
鹿
児
嶋
新
聞
』【
図

１
】
で
あ
る（
（1
（

。
他
の
絵
師
達
が
二
月
一
九
日
頃
か
ら
戦
報
錦
絵
を
描

き
は
じ
め
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
彼
ら
の
反
応
は
飛
び
抜
け
て
早

い
。
前
年
に
相
次
い
だ
士
族
反
乱
の
記
憶
も
新
し
い
中
、
彼
ら
は
鹿

児
島
士
族
た
ち
の
不
穏
な
情
勢
を
伝
え
る
報
道
に
商
機
を
見
出
し
た

よ
う
で
あ
る
。

　
号
外
の
段
階
で
は
未
だ
、
鹿
児
島
に
隠
遁
し
て
い
る
西
郷
隆
盛
の

去
就
は
明
ら
か
で
な
い
。
表
題
の
「
鎮
撫
」
と
は
図
中
に
描
か
れ
る

馬
上
の
人
物
「
鎮
撫
　
西
郷
隆
盛
」
の
こ
と
で
、
こ
の
時
ま
だ
西
郷

に
は
、
鹿
児
島
の
士
族
た
ち
の
動
揺
を
「
鎮
撫
」
す
る
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
た
。【
図
１
】
で
は
左
奥
の
「
鹿
児
島
県
庁
」
に
士
族
・

私
学
校
生
徒
ら
が
押
し
か
け
る
中
、騎
馬
の
西
郷
が
「
桐
野
某
」（
桐

野
利
秋
）
ら
血
気
に
は
や
る
士
族
た
ち
を
引
き
留
め
て
い
る
。
平
服

の
士
族
ら
に
対
し
西
郷
は
直
垂
姿
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
吟
光
が
こ

の
絵
を
描
く
際
、
明
治
政
府
の
顕
官
と
し
て
の
西
郷
を
強
く
意
識
し

て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

一
一
日
付
の
『
東
京
日
々
新
聞
』（
以
下
『
東
日
』
と
記
す
）
号

外
記
事
に
は
、「
鹿
児
島
県
の
私
学
校
の
生
徒
が
二
百
人
ば
か
り
不
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史
苑
（
第
七
七
巻
第
一
号
）

意
に
県
庁
へ
押
し
寄
せ
た
り
け
れ
バ
、
宿
直
の
官
員
ハ
暫
ら
く
の
間

防
ぎ
た
れ
ど
も
、〔
中
略
〕
終
に
暴
徒
の
為
に
乗
り
取
ら
れ
た
り
と

云
へ
ど
も
、
是
ハ
全
く
附
会
の
説
な
ら
ん
と
思
ハ
る
。」
と
い
う
表

現
が
見
ら
れ
、
詞
書

も
こ
の
記
事
に
基
づ

い
て
書
か
れ
た
も
の

と
判
断
で
き
る
。
ま

た
西
郷
隆
盛
が
士
族

ら
を
「
鎮
撫
」
し
て

い
る
点
、
士
族
ら
の

代
表
が
「
桐
野
某
」

と
さ
れ
て
い
る
点
に

つ
い
て
は
、「
鹿
児

島
の
事
件
が
世
間
に

流
伝
せ
し
よ
り
人
々

ハ
西
郷
氏
の
進
退
に

注
意
し
、
氏
ハ
此
黨

の
魁
首
な
る
べ
き
か
、

又
ハ
斯
る
無
名
の
暴

挙
に
ハ
組
せ
ら
れ
ざ

り
し
か
と
想
像
す
る

も
の
も
有
れ
ど
〔
中

略
〕〔
西
郷
が
私
学
校
生
徒
ら
に
〕
大
義
名
分
を
説
き
諭
さ
れ
し
か
ど

も
、
壮
年
輩
ハ
毫
も
承
伏
せ
ざ
れ
バ
跡
を
韜
ま
し
今
に
そ
の
行
衛
を

知
る
も
の
無
し
と
云
ふ
。」「
今
度
の
党
旨
〔
原
文
マ
マ
〕
ハ
恐
ら
く

ハ
桐
野
な
る
べ
し
と

云
ふ
説
あ
れ
ど
も
巷

説
な
れ
バ
固
よ
り
信

し
難
し
。」（〔
　
〕
内

は
筆
者
に
よ
る
）
と

い
う
翌
一
二
日
付『
東

日
』
の
雑
報
欄
な
ど

の
情
報
を
取
り
入
れ

た
も
の
だ
ろ
う
。
い

ず
れ
も
、
記
事
の
文

中
に
見
ら
れ
る
「
全

く
附
会
の
説
な
ら
ん

と
思
ハ
る
」「
固
よ
り

信
し
難
し
」
な
ど
否

定
的
な
文
言
は
詞
書

で
取
除
か
れ
て
い
る
。

　【
図
１
】
と
同
じ
よ

う
に
詞
書
か
ら
『
東

日
』
号
外
記
事
と
の

図 1　『鎮撫鹿児嶋新聞』（明治大学博物館所蔵）

図 2　『鎮撫鹿児嶋新聞』（熊本市立熊本博物館所蔵）
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「
鎮
撫
」
す
る
西
郷
像
か
ら
見
る
西
南
戦
争
錦
絵
（
高
橋
）

関
連
が
想
定
さ
れ
る
錦
絵
は
、
管
見
の
限
り
他
に
も
二
月
一
九
日
届

『
新
聞
鹿
児
嶌
模
写
』（
田
村
兵
次
郎
版
、
月
岡
芳
年
画
、
記
者
不

明
）、
同
日
届
『
九
州
陣
立
の
図
』（
五
月
女
勝
五
郎
版
、
永
島
孟
齋

画
、
記
者
不
明
）、
同
日
届
『
明
治
十
年
鹿
児
島
の
暴
徒
等
県
庁
へ

乱
入
の
図
』（
長
谷
川
忠
兵
衛
版
、
永
島
孟
齋
画
、
亀
谷
堂
記
）、
二

月
二
一
日
届
『
鹿
児
島
県
私
学
校
暴
徒
記
』（
版
元
不
明
、
永
島
孟

齋
画
、
亀
谷
堂
記
）、
三
月
一
日
届
『
鹿
児
島
記
事
』（
綱
島
亀
吉
版
、

桜
斎
房
種
画
、
記
者
不
明
）
の
五
点
が
存
在
す
る
。
い
ず
れ
も
記
事

の
表
現
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
が
、
画
面
に
は
た
だ
無
名

の
士
族
た
ち
が
県
庁
を
襲
う
様
子
が
描
か
れ
る
の
み
で
あ
る
。
対
す

る
【
図
１
】
で
は
、
詞
書
の
中
で
新
聞
記
事
に
お
け
る
否
定
・
疑
問

の
語
句
を
削
除
し
て
桐
野
利
秋
を
首
謀
者
と
し
、
絵
に
お
い
て
は
そ

の
桐
野
を
は
じ
め
と
す
る
士
族
ら
を
西
郷
が
説
諭
す
る
。
号
外
記
事

の
情
報
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
で
西
郷
隆
盛
と
い
う
個
人
を
主
役
に
選

ん
だ
点
に
、
沼
尻
と
吟
光
の
独
自
の
工
夫
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。【

図
１
】
詞
書

一い
ち
よ
ふ陽
来ら

い
ふ
く
復
し
て
花は

な

に
／
沸ふ

つ
と
う騰
の
色い

ろ

を
見
せ
ん
櫻さ

く

が
／
島し

ま

に

暴ほ

ふ

よ擧
な
し
弾た

ん
や
く薬
を
／
奪う

ば

ふ
逆そ

く

と徒
の
士し

鹿か

児こ

し

ま嶋
縣け

ん

／
下か

の
國

く
に
さ
か
い境

固か
た

め
を
な
し
て
／
士し

そ

く族
等ら

ハ
學

か
く
こ
ふ校
生せ

い

と徒
に
／
打う

ち
ま
ち交
り
不ふ

い意
に

斬き
り
い
り入
縣け

ん

／
廰て

う

ハ
防ほ

ふ
せ
ん戦
な
さ
ん
と
人に

ん

づ數
を
／
繰

く

り

出だ

す
暴ほ

う

と徒
ハ

縣け
ん
て
う廰

を
／
乗の

り
と
つ取

て
魁

く
わ
い
し
ゆ

首
ハ
桐き

り
の野

某
な
に
が
しと

／
實け

に
も
不ふ

へ
い平

の
士し

ぞ
く族

な
り
／
頑か

ん
こ固

と
い
わ
ん
逆き

や
く
と徒

と
／
い
わ
ん
や

　
　
　
明
治
十
年
第
二
月
／
記
者
　
玄
涯
鏛
述

と
こ
ろ
で
こ
の
鹿
児
島
県
庁
襲
撃
事
件
は
、
実
際
に
は
全
く
の
誤
報

で
あ
っ
た（
（1
（

。
こ
の
時
現
地
鹿
児
島
で
は
私
学
校
生
徒
ら
に
よ
る
火
薬

庫
・
弾
薬
庫
襲
撃
事
件（
（1
（

や
西
郷
暗
殺
未
遂
事
件（
（1
（

が
発
生
し
て
お
り
、

そ
の
動
揺
が
東
京
に
も
伝
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
九
州
に

お
け
る
戦
闘
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
。号
外
記
事
に
お
い
て
も「
全

く
附
会
の
説
な
ら
ん
と
思
ハ
る
」
等
の
但
し
書
き
が
さ
れ
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
誤
報
は
わ
ず
か
一
週
間
ほ
ど
の
間
に
錦
絵
に
よ

っ
て
真
実
と
し
て
拡
散
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

号
外
の
発
行
以
降
、
情
報
量
の
少
な
さ
か
ら
新
聞
に
お
け
る
鹿

児
島
の
報
道
は
落
ち
着
き
、『
東
日
』
は
「
我
々
が
如
き
下
界
に
ハ

鹿
児
島
の
事
ハ
影
も
無
く
嗅
も
無
き
と
云
ふ
べ
き
程
の
有
様
に
と
ぞ

成
り
に
け
る
、
只
々
兵
隊
の
発
足
。
郵
船
の
出
発
。
又
ハ
官
員
名
士

が
た
の
出
張
に
て
斯
も
あ
ら
ん
な
ど
ゝ
当
推
量
す
る
の
み
」（
二
月

一
七
日
付
「
雑
報
」
欄
）
と
そ
の
歯
が
ゆ
さ
を
伝
え
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
沼
尻
と
吟
光
は
二
月
一
五
日
に
『
鎮
撫
鹿
児

島
新
聞
』
の
二
作
目
【
図
２
】
の
発
行
を
届
け
出
て
い
る
。【
図
１
】

と
同
じ
く
新
聞
記
事
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
注
目

す
べ
き
は
絵
の
中
の
西
郷
隆
盛
の
立
ち
位
置
だ
。
画
面
中
央
で
は
和

装
の
「
士
族
　
桐
野
」（
桐
野
利
秋
）
と
洋
装
の
「
内
務
少
輔
　
林
氏
」

（
林
友
幸
）
が
に
ら
み
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
刀
・
サ
ー
ベ
ル
に
手
を
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か
け
一
触
即
発
の
空
気
で
あ
る
が
、
奥
の
「
西
郷
隆
盛
」
は
た
だ
そ

れ
を
垣
根
の
向
こ
う
か
ら
見
守
る
の
み
で
あ
る
。
士
族
ら
と
官
員
ら

が
対
峙
す
る
だ
け
で
作
品
と
し
て
は
充
分
に
成
り
立
つ
に
も
関
わ
ら

ず
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
う
し
た
形
で
西
郷
を
描
き
入
れ
て
い
る
の
は
、
消

費
者
の
彼
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
見
込
ん
だ
戦
略
だ
ろ
う
。
そ
し

て
ど
ち
ら
と
も
つ
か
な
い
そ
の
立
ち
位
置
の
曖
昧
さ
は
、
鹿
児
島
で

起
き
て
い
る
事
態
に
つ
い
て
号
外
以
降
の
続
報
が
得
ら
れ
な
い
、
沼

尻
と
吟
光
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に

『
東
日
』
記
者
は
、
兵
隊
の
発
足
、
郵
船
の
出
発
な
ど
の
断
片
的
な

情
報
か
ら
鹿
児
島
で
起
き
て
い
る
事
態
に
つ
い
て
「
当
推
量
」
す
る
し

か
な
い
と
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
お
り
、
日
刊
新
聞
が
唯
一
の
情
報
源
で
あ

っ
た
錦
絵
製
作
者
た
ち
に
と
っ
て
も
そ
れ
は
同
じ
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
二
章
　
薩
軍
征
討
令
に
伴
う
変
化

　
第
一
節
　「
鎮
撫
」
の
削
除

さ
て
鹿
児
島
の
動
静
に
関
す
る
情
報
の
少
な
さ
を
嘆
い
て
い
た

新
聞
各
紙
は
、
二
月
二
〇
日
、
鹿
児
島
不
平
士
族
へ
の
征
討
命
令
と

い
う
一
大
ニ
ュ
ー
ス
を
報
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
い
に
西
南
戦
争

の
開
始
で
あ
る
。

　
沼
尻
と
吟
光
の
二
人
に
と
っ
て
は
、
再
び
速
報
性
の
高
い
錦
絵
を

発
行
す
る
絶
好
の
機
会
が
巡
っ
て
き
た
の
だ
が
、
彼
ら
の
反
応
は

少
々
遅
れ
た
。
ど
う
や
ら
、
こ
の
時
す
で
に
三
作
目
の
『
鎮
撫
鹿
児

島
新
聞
』【
図
３
】
制
作
に
取
り
か
か
っ
て
お
り
、
そ
ち
ら
の
発
行

を
優
先
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
錦
絵
の
発
行
届
が
内
務
省
に
出
さ

れ
た
の
は
二
月
二
二
日
だ
が
、
内
容
を
見
て
い
く
と
、
明
ら
か
に

一
九
日
以
前
の
情
報
に
基
づ
い
て
描
か
れ
て
い
る
。

桜
島
の
対
岸
に
「
桐
野
某
」「
篠
原
新
之
助
」「
村
田
某
」「
淵
邊
某
」

ら
士
族
た
ち
が
結
集
し
て
武
器
を
構
え
て
お
り
、
手
前
で
は
騎
馬
の

「〔
空
白
〕
西
郷
隆
盛
公
」
が
同
じ
く
騎
馬
の
「
鎮
撫
　
島
津
久
光
公
」

「
楢
原
氏
」を
案
内
し
て
、急
ぎ
士
族
た
ち
の
も
と
へ
向
か
っ
て
い
る
。

海
の
向
こ
う
に
は
「
軍
艦
兵
」
を
乗
せ
た
船
の
姿
も
見
え
る
。
西
郷

と
島
津
久
光
が
士
族
ら
の
挙
動
を
憂
慮
し
て
い
た
と
い
う
報
道
は
、

一
二
日
付
『
東
日
』
や
『
仮
名
読
新
聞
』
等
に
散
見
さ
れ
る
が
、
彼

ら
が
そ
ろ
っ
て
そ
の
「
鎮
撫
」
に
あ
た
っ
た
と
い
う
部
分
は
沼
尻
・

吟
光
の
創
作
で
あ
る
。

【
図
３
】
詞
書

西さ
い
か
い海
も
穏

お
だ
や
かな
ら
ぬ
荒あ

ら
な
み浪
に
／
暴

ほ
ふ
ふ
う風
起お

こる
鹿か

こ

し

ま

児
島
の
海

か

い

／
陸り

く

よ

り
官

か
ん
く
ん軍
勢せ

い

攻せ
め

来き

たら
ん
と
／
数す

そ

う艘
の
軍

く
ん
か
ん艦
鎮ち

ん
た
い
へ
い

台
兵
繰く

り

／
込こ

む

手て

は

い配
頻
り
に
周め

く

る
鎮ち

ん

む撫
の
／
両

り
よ
せ
う将

説せ

つ

ゆ諭
を
一

ひ
と
き
ハ際

憤ふ
ん
は
つ

發
し
て
／

朝て
う

に
報ほ

ふ

す
る
國こ

く
じ事
の
盡

じ

ん

力
り
ょ
く

／
議ぎ

ろ
ん論
に
説
破ぱ

ハ
黨と

ふ
し士
の
煽

せ
ん
ど
ふ動
／

煙け
む

り
の
中
に
鎮
撫
の
放

ほ
ふ
せ
い聲
／
激け

き

に
防ふ

せ

き
の
一

い

つ

□て

き〔
白
／
向
〕
ハ

凱か
い
か歌
に
至
る
／
治し

せ
い世
と
な
ら
ん
や

　
　
　
編
輯
　
大
田
鏛
誌
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「
鎮
撫
」
す
る
西
郷
像
か
ら
見
る
西
南
戦
争
錦
絵
（
高
橋
）

【
図
３
】
は
発
行
か
ら
二
ヵ
月
あ
ま
り
後
の
四
月
一
二
日
に
、
内

務
省
か
ら
販
売
差
止
め
の
処
分
を
受
け
た（
（1
（

。
生
住
昌
大
氏
は
錦
絵

検
閲
の
検
討
を
行
う
上
で
こ
の
絵
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
征
討
令

が
下
さ
れ
た
時
点
で
賊
魁
と
な
っ
て
い
た
西
郷
を
「
西
郷
隆
盛
公
」

と
す
る
画
中
の
尊
称
、

お
よ
び
西
郷
ら
の
行

動
を
「
朝
に
報
ず
る

国
事
の
尽
力
」
と
す

る
詞
書
の
表
現
に
問

題
が
あ
っ
た
と
推
測

し
て
い
る
。
し
か
し
、

生
住
氏
は
ひ
と
つ
重

要
な
点
を
見
落
と
し

て
い
る
。
そ
れ
は
「
西

郷
隆
盛
公
」
と
い
う

表
記
の
上
の
不
自
然

な
空
白
で
あ
る
。

隣
の
「
鎮
撫
　
島

津
久
光
公
」
の
文
字

と
の
位
置
関
係
や
、

詞
書
の
「
鎮
撫
の
両

将
」
と
い
う
文
言
か

ら
、
版
下
の
段
階
で
は
こ
の
部
分
に
「
鎮
撫
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ

て
い
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
こ
こ
が
文
字
の
な
い
空

白
に
な
っ
て
い
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
沼
尻
・
吟
光
が
【
図
３
】

の
制
作
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
間
に
、
新
聞
で
は
征
討
令
発
令
が
報

じ
ら
れ
て
お
り
、
届
出
の
日
付
か
ら
も
征
討
令
の
報
道
を
目
に
し
て

い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
つ
ま
り
「
鎮
撫
」
の
文
字
は
、
こ
の
報

道
に
即
応
し
て
削
ら
れ
た
の
で
あ
る
。【
表
１
】
か
ら
分
か
る
よ
う

に
沼
尻
は
こ
の
時
期
『
鹿
児
島
記
聞
』
と
い
う
「
実
録
」
の
執
筆
に

も
あ
た
っ
て
お
り
、
吟
光
と
と
も
に
一
か
ら
新
し
い
錦
絵
を
作
る
余

裕
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
刊
行
予
定
だ
っ
た
絵
を
部
分
的
に
改
変
す

る
こ
と
で
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
西
南
戦
争
期
の
錦
絵
検

閲
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
方
法
が
採
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
何
が
問
題

と
さ
れ
た
の
か
は
未

だ
ほ
と
ん
ど
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
が
、

版
下
段
階
で
存
在
し

た
「
鎮
撫
」
の
文
字
が

発
禁
処
分
の
対
象
と

な
っ
た
可
能
性
も
あ

る
。

図 3　『鎮撫鹿児嶋新聞』（土佐山内家宝物資料館所蔵）

図 4　（図 3の一部を拡大）
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第
二
節
　
征
討
令
以
降
の
変
化

　
画
面
の
西
郷
か
ら
「
鎮
撫
」
の
文
字
を
削
除
し
た
三
作
目
に
続
き
、

彼
ら
の
四
作
目
と
な
る
錦
絵
『
鹿
児
嶋
新
聞
』【
図
５
】
が
続
い
て

刊
行
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
初
め
て
表
題
か
ら
も
「
鎮
撫
」
の
語
が
消

え
る
。
画
面
左
下
、
落
款
の
横
に
は
「
明
治
十
年
二
月
一
日
」
の
御

届
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、詞
書
の
末
尾
に
は
「
明
治
十
年
第
三
月
」

と
表
記
さ
れ
て
お
り
、「
反
跡
顕
然
た
る
」
な
ど
詞
書
に
征
討
令
本

文
の
引
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
こ
れ
は
三
月
一
日
の

誤
り
で
あ
ろ
う
。

右
図
か
ら
中
央
図
に
か
け
、「
鹿
児
島
城
」
と
海
を
見
晴
ら
す
山

上
の
よ
う
な
場
所
に
、「
桐
野
利
秋
」「
永
山
矢
一
朗
」「
西
郷
隆
盛
」

「
町
田
啓
次
郎
」「
村
田
新
八
」「
篠
原
国
幹
」
ら
薩
軍
の
主
要
人
物

た
ち
が
集
合
し
て
お
り
、
左
奥
に
は
「
官
軍
方
」
の
乗
っ
た
軍
艦
が

見
え
る
。
こ
れ
ま
で
「
鎮
撫
」
の
立
場
だ
っ
た
西
郷
は
【
図
５
】
で

は
じ
め
て
士
族
た
ち
の
首
領
と
し
て
中
央
に
座
っ
て
お
り
、
詞
書
で

も
「
鹿
児
島
の
逆
将
」「
昨
日
執
政
今
日
の
國
賊
」「
逆
徒
の
魁
」
と
、

こ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
評
価
に
転
じ
て
い
る
。
詞
書
の
五
～

七
行
目
に
は
「
桐
野
篠
原
等
」
が
「
西
郷
隆
盛
」
に
（「
暴
挙
」
を
）

依
頼
し
た
と
あ
り
、
一
二
行
目
の
「
魁
首
三
傑
」
は
こ
の
三
人
の
こ

と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
画
面
で
は
西
郷
・
桐
野
と
並
び
篠
原
で
は

な
く
町
田
が
陣
羽
織
を
着
て
床
机
に
座
っ
て
お
り
、
些
末
な
こ
と
だ

が
こ
の
部
分
に
の
み
詞
書
と
絵
の
ず
れ
が
指
摘
で
き
る
。

ま
た
、
詞
書
は
こ
の
事
件
を
「
天
慶
の
乱
」
に
例
え
て
い
る
が
、

沼
尻
は
四
日
後
の
三
月
五
日
に
届
け
出
た
『
探
誠
夢
復
路
　
鹿
児
島

事
件
の
巻
』（
澤
久

次
郞
版
）
一
巻
の

冒
頭
に
お
い
て
も
、

こ
の
反
乱
を
「
天

慶
の
乱
に
将
門
純

友
の
叛
逆
を
誅
す

る
に
髣
髴
た
る
西

国
の
逆
徒
」
と
表

現
し
て
お
り
、
そ

の
首
領
で
あ
る
西

郷
を
平
将
門
・
藤

原
純
友
の
イ
メ
ー

ジ
と
重
ね
合
わ
せ

て
い
る
。
実
は
田

原
坂
の
戦
い
に
お

け
る
薩
軍
の
桐
野

利
秋
と
官
軍
の
野

津
鎮
雄
少
将
の
一

騎
討
ち
を
、
川
中

島
の
信
玄
・
謙
信

図 5　『鹿児嶋新聞』（土佐山内家宝物資料館所蔵）
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の
一
騎
討
ち
の
イ
メ
ー
ジ
に
重
ね
て
描
か
れ
た
錦
絵
が
複
数
存
在
す

る（
（2
（

な
ど
、
こ
の
戦
争
を
過
去
の
軍
記
物
語
の
枠
組
み
に
則
っ
て
描
く

こ
と
は
「
西
南
戦
争
錦
絵
」
全
体
に
共
通
す
る
性
格
で
あ
っ
た
。
し

か
し
こ
う
し
た
事
実
を
も
っ
て
、
安
易
に
沼
尻
や
吟
光
ら
錦
絵
制
作

者
側
の
想
像
力
の
限
界
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
錦
絵
の
最
大
の

消
費
地
で
あ
る
東
京
や
大
阪
と
い
っ
た
大
都
市
は
、
九
州
で
起
き
て

い
る
戦
闘
に
よ
っ
て
直
接
被
害
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
住
民
に
と

っ
て
今
回
の
戦
争
は
、
遠
い
場
所
か
ら
余
裕
を
持
っ
て
眺
め
る
こ
と

の
出
来
る
戦
争
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
成
立
し
て
間
も
な
い
明
治
政

府
が
こ
の
反
乱
を
無
事
に
鎮
圧
で
き
る
と
は
限
ら
ず
、
陸
軍
大
将
西

郷
の
率
い
る
薩
軍
が
政
府
軍
を
圧
倒
す
る
事
態
を
想
定
し
た
人
々
は

多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
に
始
ま
り
江
戸
総
攻

撃
の
危
機
な
ど
が
あ
っ
た
一
〇
年
前
の
戊
辰
戦
争
ほ
ど
、
状
況
が
切

迫
し
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
西
南
戦
争
錦
絵
の
製
作
者
ら
は
消

費
者
の
こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
て
、「
報
道
」を
下
敷
き
に
し
つ
つ「
物

語
」
と
し
て
の
西
南
戦
争
を
描
く
方
向
に
戦
略
を
転
換
し
た
と
筆
者

は
考
え
る
。
そ
し
て
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
私
学
校
党
の
蜂
起

に
西
郷
隆
盛
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
、
薩
軍
征
討

令
だ
っ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

【
図
４
】
詞
書

異い

へ

ん變
西せ

い
か
い
海
に
起お

こ

り
一

い

つ

信し

んの
電

て

ん

／
報

ほ

ふ

忽
た
ち
ま
ち

三さ
ん
せ
ん千
餘よ

万ま

んの
耳に

て

い底
を

驚お
と
ろか

／
せ
り
抑

そ
も
〱

鹿か

こ

し

ま

児
島
の
暴ぼ

う

よ挙
日ひ

に
／
増ま

し
煽せ

ん
と
う動

な
せ
し
ハ

則す
な
わ
ち

天て
ん
け
い

慶
の
／
乱ら

ん

に
髣ほ

ふ
ふ
つ髴

た
り
況

い
ハ
ん

や
亦

ま

た

桐き
り

／
野の

篠し
の
は
ら原

等と

うハ

西さ
い
こ
う郷

隆た
か
も
り

盛
に
／
依い

ら

い頼
せ
り
然し

か

る
に
鹿か

こ

し

ま

児
島
の
／
逆

き
や
く
せ
う将

反は
ん
せ
き跡

顕か
く
ぜ
ん然

た
る
に
因よ

つ

て
／
征せ

い
と
う討

の
命め

い

を
發

は
つ
し

せ
ら
れ
屢

し
ば
〱

／
官か

ん
く
ん軍

の

兵へ
い
た
い隊

と
激け

き
せ
ん戦

な
せ
／
し
ハ
昨

さ
く
し
つ日

執し
っ
せ
い政

今こ
ん
に
ち

日
の
國

こ
く
そ
く賊

／
た
り

魁く
わ
い
し首
三さ

ん
け
つ
傑
も
暴

ほ

う

兵へ

いの
大

た

い

／
軍ぐ

ん

を
引い

ん
そ
つ率
し
縣け

ん

の
界

さ
か
い
に
暴

ぼ

う

／
行

き
や
う
せ

し
と
ハ
實け

に
逆き

や
く
と賊

の
魁

さ
き
が
けと

／
い
わ
ん
や

　
　
　
明
治
十
年
第
三
月
／
大
田
鏛
編
輯

第
三
章
　「
西
南
戦
争
錦
絵
」
ブ
ー
ム

　
第
一
節
　
戦
報
錦
絵
か
ら
「
実
録
」
へ

薩
軍
征
討
令
を
契
機
に
多
く
の
絵
師
・
記
者
が
「
西
南
戦
争
錦
絵
」

市
場
に
参
入
し
、
西
郷
を
始
め
と
し
た
薩
軍
の
将
ら
の
活
躍
を
描
く

よ
う
に
な
る
一
方
で
、
西
郷
に
期
待
し
て
い
た
「
鎮
撫
」
の
語
が
消

え
た
後
の
『
鹿
児
嶋
新
聞
』
は
、画
面
に
大
量
の
薩
軍
兵
士
を
配
し
、

砲
煙
に
覆
わ
れ
た
戦
場
を
描
く
戦
報
錦
絵
と
な
り
、【
図
３
】
ま
で

に
見
ら
れ
た
よ
う
な
彼
ら
の
独
創
性
は
薄
れ
て
し
ま
う
。
例
と
し
て

熊
本
城
で
の
戦
い
を
描
い
た
【
図
６
】
を
挙
げ
る
。

「
西
南
戦
争
錦
絵
」
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
熊
本
城
攻
防
戦
や

田
原
坂
の
戦
い
で
戦
況
報
道
が
賑
わ
う
三
～
四
月
に
か
け
て
一
気
に

制
作
数
が
増
え
内
容
も
多
様
化
し
、「
西
南
戦
争
錦
絵
」
ブ
ー
ム
と

呼
べ
る
よ
う
な
事
態
と
な
る
が
、
薩
軍
の
敗
北
と
転
戦
が
続
く
五
～
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七
月
に
入
る
と
流
行
が
や
や
沈
静
化
す
る
。
参
考
と
し
て
西
南
戦
争

錦
絵
制
作
数
の
推
移
を
示
し
た
表
を
文
末
に
掲
載
し
た（【
表
２
】【
表

３
】）。
こ
れ
は
筆
者

が
調
査
で
実
見
し
た

錦
絵
、
及
び
図
録（
（2
（

や

デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
（2
（

で
絵

柄
が
確
認
で
き
る
錦

絵
を
、
描
き
方
に
よ

っ
て
一
〇
項
目（
（2
（

に
分

け
、
そ
の
制
作
数
の

時
期
的
変
化
を
追
お

う
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
言
う
制

作
数
と
は
重
複
を
除

い
た
絵
柄
の
数
の
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
実
際
の
発
行
部

数
に
関
し
て
は
推
測

が
困
難
で
あ
る
た
め

検
討
対
象
と
し
て
い

な
い
。
項
目
の
立
て

方
な
ど
に
は
今
後
の

修
正
が
必
要
で
あ
る
が
、
例
え
ば
三
枚
続
の
錦
絵
の
合
計
は
、
三
～

四
月
に
は
一
ヵ
月
に
五
〇
点
あ
ま
り
が
作
ら
れ
た
の
に
比
べ
、
五
～

七
月
に
か
け
て
は
そ
の
半
分
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
【
表

２
】【
表
３
】
か
ら
見
て
取
れ
る
。
ま
た
土
屋
礼
子
氏
が
西
南
戦
争

も
の
の
「
実
録
」（
土
屋
氏
は
「
ニ
ュ
ー
ス
冊
子
」
と
名
付
け
て
い

る
）
を
届
出
の
日
付
順
に
並
べ
た
「
西
南
戦
争
関
係
冊
子
一
覧（
（2
（

」
を

参
照
す
る
と
、
二
月
に
一
二
点
、
三
月
に
一
六
点
、
四
月
に
八
点
が

制
作
さ
れ
て
い
る
の
に
比
べ
、
五
月
は
四
点
、
六
月
は
五
点
、
七
月

は
三
点
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
戦
局
の
変
化
に
伴
う
制
作
数
の
減
少

は
、「
実
録
」
に
も
共
通
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
沼
尻
・
吟
光
の
『
鹿
児
嶋
新
聞
』
に
お
い

て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
三
月
に
五
点
、
四
月
に
六
点
と
発
行
さ

れ
て
き
た
も
の
が
五
月
に
は
三
点
、
六
月
に
入
る
と
作
ら
れ
な
く
な

る
。
し
か
し
作
品
の
制
作
そ
の
も
の
か
ら
退
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

【
表
１
】
に
示
し
た
よ
う
に
、
四
月
以
降
は
「
実
録
」
で
あ
る
『
西

南
太
平
記
』
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
ま
と
ま
っ
た
巻
数
の
発
行
届

を
出
し
、
ほ
ぼ
週
刊
の
ペ
ー
ス
で
出
版
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
ち
ら
が
制
作
活
動
の
主
軸
と
な
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
沼
尻

は
こ
れ
以
前
に
も
西
南
戦
争
も
の
の
「
実
録
」
と
し
て
『
探
誠
夢
復

路
　
鹿
児
島
事
件
ノ
巻
』、『
鹿
児
嶋
記
聞
』
初
号
～
五
号
を
執
筆
し

て
い
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
か
ら
も
手
を
引
き
、
吟
光
と
手
掛
け
る
こ

の『
西
南
太
平
記
』に
本
腰
を
据
え
た
よ
う
で
あ
る（【
表
１
】参
照
）。

図 6　『鹿児嶋新聞　熊本城戦争図』（土佐山内家宝物資料館所蔵）
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「
鎮
撫
」
す
る
西
郷
像
か
ら
見
る
西
南
戦
争
錦
絵
（
高
橋
）

本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
内
容
の
詳
細
な
紹
介
は
で
き
な
い
が
、
毎

号
上
巻
の
巻
頭
に
見
開
き
で
多
色
刷
り
の
挿
絵
を
三
図
載
せ
、
本
編

に
は
三
～
四
頁
ご
と
に
白
黒
の
挿
絵
を
一
図
挿
入
し
、
文
章
に
は
全

て
振
り
仮
名
を
ふ
っ
て
い
る
。
四
月
中
に
出
版
さ
れ
た
四
編
上
下
巻

ま
で
は
全
て
の
挿
絵
に
「
銀
光
画
」
の
落
款
が
あ
り
、
奥
付
に
記
載

さ
れ
た
沼
尻
の
住
所
は
、
三
編
か
ら
最
終
巻
の
一
五
編
下
巻
ま
で
一

貫
し
て
「
東
京
堀
江
町
二
丁
目
二
番
地
　
安
達
平
七
止
宿
　
茨
城
県

平
民
　
沼
尻
絓
一
郎
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
沼
尻
は
東
京

の
吟
光
宅
に
住
み
込
ん
で
こ
の
「
実
録
」
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
い
た
。

『
西
南
太
平
記
』
初
篇
に
は
序
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
沼
尻
の
意

気
込
み
が
語
ら
れ
る
が
（【
史
料
１
】）、こ
れ
は
『
探
誠
夢
復
路
』『
鹿

児
嶋
記
聞
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
傾
向
で
あ
る
。

【
史
料
１
】

夫そ

れ
何な

ん

ぞ
や
、
維い

し

ん新
の
際さ

い

に
方

あ
た
つ

て
生せ

い
め
い命

を
投と

う

じ
て
貴き

ち
ょ
う重

せ
し

大た
い
ぎ義
名め

い
ぶ
ん
分
の
何

い
づ
くに
か
有あ

る
や
。
余よ

も
曽か

つ

て
楠

く
す
ぬ
き

氏う

じに
し
て
足あ

し
か
が利

氏う
じ

に
変へ

ん

ず
る
者も

の

を
聞き

か
ず
。
近ち

か

く
ハ
亦ま

た
佐さ

が賀
熊く

ま
も
と本
萩は

ぎを
以も

っ

て
、
誰た

れ

か
殷

い

ん

艦か

んと
な
す
。
諸し

ょ
へ
ん変
に
同お

な

じ
き
も
一い

っ

ぽ歩
を
進す

ゝ

ん
で

其そ
の

心し

ん
じ事
を
論ろ

ん
き
う及
せ
バ
、
鹿か

児ご

し

ま嶋
県け

ん

か下
の
兇

き
ょ
う
と徒
既す

でに
政せ

い

ふ府
に
抵て

い

抗こ
う

す
る
所ゆ

え

ん以
の
口こ

う
じ
つ実
を
聞き

く
に
、
或

あ
る
い
ハ
征

せ

い

韓か

んを
主

し
ゅ
ち
ょ
う
張
し
、
或

あ
る
い

ハ
神し

ん

い威
の
衰す

ゐ

び微
を
慨が

い
た
ん歎
す
る
と
唱と

な

ひ
揚や

う
げ
ん言
せ
し
む
。
西さ

い
な
ん南
の

紛ふ

ん

き起
を
杜と

ぜ

つ絶
す
る
に
至い

た

ら
し
む
る
異い

へ

ん変
を
確

か
く
ほ
う報
探た

ん

ち知
す
る
事こ

と

能あ
た

は
ず
。
因よ

つ

て
街か

い
せ
つ説

を
窺

う
か
が

ひ
、
其

そ

の

辺へ

んの
事し

せ

き迹
を
記き

す
。
看み

る
ひ
と官

我お

の

れ輩
が
誤ご

だ

つ脱
を
咎と

が

め
、
幸

さ
い
は
ひ
に
投と

う
し
ょ書
あ
ら
バ
忽

た
ち
ま
ち
改か

い
せ
い正
す
べ

く
に
な
ん
。
　
　
　
　
大
夛
鏛
　
誌

　
こ
れ
ま
で
の
錦
絵
『
鹿
児
嶋
新
聞
』
と
比
較
す
る
と
、
文
章
量
は

飛
躍
的
に
増
え
た
の
に
対
し
挿
絵
は
簡
素
な
も
の
で
、
視
覚
表
現
の

役
割
は
大
き
く
後
退
し
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
第
一
章
第
二
節
で
示

し
た
よ
う
な
錦
絵
の
速
報
性
よ
り
、
文
章
に
よ
る
情
報
量
が
重
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
沼
尻
と
吟
光
は
、
戦
地

か
ら
新
聞
を
介
し
て
次
々
に
舞
い
込
む
最
新
の
報
道
を
“
見
る
”
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
消
費
者
に
提
供
す
る
戦
報
錦
絵
か
ら
、
次
第
に
世
間

の
西
南
戦
争
ブ
ー
ム
が
落
ち
着
い
て
い
く
の
を
察
知
し
、
あ
る
程
度

ま
と
ま
っ
た
情
報
を
じ
っ
く
り
と
“
読
む
”
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、「
実

録
」
に
活
動
の
重
点
を
移
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
節
　
そ
の
後
の
沼
尻
・
吟
光

『
西
南
太
平
記
』
は
六
月
一
五
日
御
届
、
八
月
七
日
出
版
の
一
五

編
上
巻
・
下
巻
で
完
結
と
な
る
が
、
沼
尻
は
同
じ
版
元
で
あ
る
萬
笈

閣
（
江
嶋
喜
兵
衛
）
か
ら
、
続
編
に
あ
た
る
『
西
南
鎮
静
記
』
全
三

編
（
い
ず
れ
も
八
月
三
一
日
御
届
）
を
発
行
す
る
こ
と
と
な
る
。
次

の
【
史
料
２
】
は
そ
の
初
号
に
掲
載
さ
れ
た
序
文
で
あ
る
（
句
読
点
、

傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。

【
史
料
２
】

西
南
太
平
記
ト
題
号
ス
ル
ノ
小
冊
ハ
沼
尻
絓
一
郎
ノ
編
輯
ニ
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シ
テ
、
現
今
殆
ト
十
五
号
全
部
三
十
巻
ニ
至
テ
満
尾
ス
。
時

ニ
該
地
ノ
鼎
沸
未
タ
全
ク
鎮
静
ニ
至
ラ
ス
、
僕
去
月
汽
船
ニ

乗
シ
テ
崎
陽
ニ
着
シ
、
普
ク
戦
地
ヲ
探
偵
シ
テ
実
況
及
ヒ
義

漢
節
婦
ノ
小
傳
ヲ
得
テ
、
是
ヲ
演
舌
ノ
種
ト
ス
。
爰
ニ
同
氏
、

西
南
鎮
静
記
ヲ
編
ノ
際
ニ
僕
ニ
校
合
セ
ヨ
ト
云
、
再
三
固
辞

ス
ル
ト
雖
同
氏
曽
テ
不
許
。
仍
テ
見
聞
ノ
侭
ヲ
校
訂
ス
。
若

シ
謬
説
誤
聞
モ
有
ラ
ハ
、
諸
彦
能
ク
僕
ガ
杜
撰
ヲ
ユ
ル
セ
。

　
　
　
明
治
十
年
九
月
　
　
　
　
松
林
伯
圓
事
　
若
林
義
行

こ
の
文
章
を
記
し
た
講
釈
師
二
代
目
松
林
伯
円
は
、
明
治
初
年

に
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
新
聞
講
談
を
開
始
し
て
「
新
聞
伯
円
」
の

異
名
を
と
っ
た
人
物
で
、佐
賀
の
乱
勃
発
の
折
に
は
『
佐
賀
伝
法
録
』

と
題
し
た
演
目
で
当
た
り
を
取
る
な
ど
、
戦
況
報
道
に
も
慣
れ
親
し

ん
で
い
た
。
西
南
戦
争
時
に
は
、
同
様
の
演
目
で
一
夜
に
一
五
〇
〇

人
と
い
う
寄
席
開
闢
以
来
の
大
入
り
を
記
録
し
た
と
い
う（
（2
（

。【
史
料

１
】
に
よ
れ
ば
作
者
で
あ
る
沼
尻
は
、
汽
船
で
長
崎
に
向
か
い
「
普

ク
戦
地
ヲ
探
偵
」
し
た
と
い
う
伯
円
に
、
文
章
の
校
合
を
強
く
依
頼

し
て
お
り
（
文
中
の
傍
線
部
）、
前
作
『
西
南
太
平
記
』
よ
り
も
さ

ら
に
記
事
の
精
度
向
上
を
図
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
正
確
性
を
重
視

し
す
ぎ
た
た
め
か
制
作
の
速
度
は
非
常
に
遅
く
、
五
～
六
月
の
出
来

事
に
つ
い
て
述
べ
た
初
篇
上
下
巻
が
発
行
さ
れ
た
の
は
九
月
二
〇
日

で
、そ
の
四
日
後
に
西
南
戦
争
は
鹿
児
島
に
お
い
て
終
結
し
て
い
る
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
二
編
が
発
行
さ
れ
る
の
は
一
一
月
、
三
編
に
至

っ
て
は
翌
年
の
一
月
に
発
行
さ
れ
る
も
の
の
、
内
容
は
七
月
二
日
の

戦
闘
を
描
い
て
終
わ
っ
て
い
る
。
巻
末
に
は
四
編
の
発
行
が
予
告
さ

れ
て
い
る
が
、
現
段
階
で
は
い
ず
れ
の
所
蔵
館
に
お
い
て
も
確
認
で

き
て
い
な
い
。
こ
の
発
刊
ペ
ー
ス
の
遅
さ
は
、
果
た
し
て
記
事
の
精

度
へ
の
こ
だ
わ
り
の
み
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

実
は
『
西
南
太
平
記
』
の
発
行
時
と
異
な
り
、『
西
南
鎮
静
記
』

の
制
作
が
開
始
さ
れ
た
八
～
一
〇
月
と
い
う
時
期
に
は
、
再
び
「
西

南
戦
争
錦
絵
」
ブ
ー
ム
と
呼
べ
る
現
象
が
起
き
て
い
た
（【
表
２
】【
表

３
】
参
照
）。
背
景
に
は
西
郷
の
解
軍
宣
言
、
佐
土
原
隊
や
高
鍋
隊

な
ど
党
薩
諸
隊
の
降
伏
、
薩
軍
の
鹿
児
島
帰
還
、
そ
し
て
九
月
二
四

日
の
城
山
総
攻
撃
に
よ
る
戦
争
終
結
な
ど
、
新
聞
紙
面
を
賑
わ
せ
た

戦
局
の
劇
的
な
変
化
が
あ
る
。
八
月
三
〇
日
付
『
読
売
新
聞
』
に
版

元
江
嶋
喜
兵
衛
が
寄
せ
た
『
西
南
鎮
静
記
』
広
告
文
は
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
（
句
読
点
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。

【
史
料
３
】

　
　
西
南
太
平
記
　
　
初
篇
よ
り
至
十
五
篇
に
／
全
部
　
出
版

　
　
沼
尻
絓
一
郎
編
輯

　
　
西
南
鎭
靜
記
　
　
初
篇
よ
り
出
版

右
西
南
太
平
記
の
儀
諸
君
の
愛
觀
を
得
て
發
賣
す
る
所
今
般

十
五
篇
刻
成
全
尾
せ
り
。
然
る
に
西
南
の
動
擾
全
く
鎭
定
に

至
ら
ず
、
反
賊
鹿
兒
島
を
逃
れ
日
隅
地
へ
潰
走
の
顛
末
、
最

早
鎭
靜
に
及
ば
ん
と
す
。
誠
に
此
際
に
當
て
中
絶
致
す
ハ
遺
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憾
の
趣
き
御
得
意
方
よ
り
御
尋
問
間
、
拙
舗
に
於
て
至
極
の

儀
と
存
、
速
に
筆
者
に
乞
ひ
西
南
鎭
靜
記
と
題
し
、
前
篇
に

次
き
初
篇
ハ
來
る
廿
日
に
ハ
出
版
す
べ
し
。
愛
歡
の
諸
彦
御

購
求
有
ら
ん
事
を
希
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
本
石
町
　
書
林
　
江
島
喜
兵
衛

西
南
戦
争
が
ま
さ
に
鎮
静
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
中
で
、「〔『
西
南

太
平
記
』
が
〕
此
際
に
當
て
中
絶
致
す
ハ
遺
憾
」
と
い
う
「
御
得
意

様
方
」
の
要
望
が
あ
り
、
江
嶋
が
「
速
に
筆
者
〔
沼
尻
〕
に
乞
」
う

た
こ
と
に
よ
っ
て
『
西
南
鎮
静
記
』
制
作
は
決
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。

つ
ま
り
こ
の
続
編
は
、
顧
客
や
版
元
の
強
い
意
向
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
の
で
あ
り
、『
鹿
児
嶋
新
聞
』
や
『
西
南
太
平
記
』
ま
で
に
見
ら

れ
た
よ
う
な
、
沼
尻
自
身
の
意
向
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。
制
作

の
遅
れ
の
背
景
に
は
、
肝
心
の
沼
尻
自
身
が
執
筆
の
熱
を
失
っ
て
い

た
と
い
う
事
情
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

ま
た
、
こ
の
『
西
南
鎮
静
記
』
に
は
特
筆
す
べ
き
点
が
も
う
一

つ
あ
る
。
前
作
で
作
画
を
担
当
し
て
い
た
吟
光
の
名
が
、
挿
絵
の
中

に
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
同
書
の
奥
付
に
記
さ
れ
た
沼
尻
の
居
所
は

「
東
京
堀
江
町
九
番
／
櫻
井
浪
次
郞
同
居
」
と
な
っ
て
お
り
、『
西
南

太
平
記
』
を
最
後
に
、
沼
尻
と
吟
光
の
同
居
生
活
も
解
消
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。『
西
南
太
平
記
』
後
の
吟
光
は
、
九
月
七
日
御

届
の
『
暴
徒
日
向
路
引
退
図
』【
図
７
】
に
落
款
が
あ
る
の
み
だ
が
、

こ
の
絵
は
明
ら
か
に
同
じ
版
元
か
ら
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
会
津

戦
争
記
聞
』【
図
８
】
の
標
題
と
背
景
を
差
し
替
え
た
も
の
で
あ
る
。

版
木
を
所
有
す
る
版
元
林
吉
蔵
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
可
能
性
が
非

常
に
高
く
、
吟
光
自
身
の
活
動
と
は
言
い
難
い
。
林
吉
蔵
も
江
嶋
喜

兵
衛
と
同
じ
く
、
再
び
起
き
た
「
西
南
戦
争
錦
絵
」
の
流
行
を
察
知

し
、
版
元
と
し
て
こ
の
商
機
に
乗
り
遅
れ
ま
い
と
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
肝
心
の
沼
尻
絓
一
郎
は
ど
う
い
う
訳
か
す
で
に
当
初
の

熱
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
沼
尻
の
依
頼
を
受
け
る
形

で
錦
絵
及
び
挿
絵
を
描
い
て
い
た
吟
光
も
、
単
独
で
新
た
な
画
題
を

考
え
錦
絵
を
描
く
こ
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
沼
尻
は
明
治
一
一
（
一
八
七
八
）
年
に
草
双
紙
『
方

今
五
人
男
　
明
治
奇
談
』（
保
永
堂
版
）、
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）

年
に
『（
現
今
）
英
名
百
首
』（
宝
文
閣
版
／
版
権
譲
渡
を
繰
り
返
し

な
が
ら
多
数
刊
行
）、
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
に
旅
の
評
判
記

『
お
ほ
た
の
草
鞋
』（
沼
尻
絓
一
郎
版
）
第
一
号
を
刊
行
し
て
い
る
こ

と
の
み
分
か
っ
て
い
る
が
、
時
事
報
道
の
世
界
か
ら
は
離
れ
る
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
異
種
百
人
一
首
で
あ
る
『（
現
今
）
英
名
百

首
』
に
つ
い
て
は
生
住
昌
大
氏
の
論
考
「
西
南
戦
争
も
の
実
録
の
享

受
と
検
閲
―
沼
尻
絓
一
郎
作
品
を
例
と
し
て
―
」
に
委
し
い
。
ま
た

生
住
氏
は
同
論
考
の
中
で
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
二
月
に
広

知
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『（
通
俗
絵
本
）
鹿
児
島
軍
記
』
が
、
沼
尻

の
『
西
南
太
平
記
』『
鹿
児
島
鎮
静
記
』
を
活
版
に
組
み
直
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
『
鹿
児
島
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軍
記
』
が
出
版
社
を
替
え
な
が
ら
明
治
二
〇
年
一
〇
月
、
明
治
二
一

（
一
八
八
八
）
年
四
月
、
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
七
月
と
次
々

刊
行
さ
れ
て
い
っ

た
こ
と
は
、
明
治

二
二
（
一
八
八
九
）

年
の
大
赦
令
を
契

機
と
す
る
西
郷
の

復
権
と
関
連
さ
せ

て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
「
西
南
戦

争
錦
絵
」
に
お
い

て
あ
ま
り
主
体
的

な
活
動
が
見
ら
れ

な
か
っ
た
吟
光
は
、

そ
の
後
憲
法
発
布
、

壬
午
事
変
、
日
清

戦
争
、
義
和
団

事
件
な
ど
に
お
い

て
報
道
画
を
手
掛

け
て
お
り
、
明
治

二
二
年
に
は
宮
武

外
骨
の
『
頓
知
協
会
雑
誌
』
に
よ
せ
た
絵
が
原
因
で
不
敬
罪
に
も
問

わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
吟
光
の
画
業
に
、沼
尻
と
共
同
で『（
鎮
撫
）

鹿
児
島
新
聞
』
や
『
西

南
太
平
記
』
の
制
作

に
あ
た
っ
た
数
ヵ
月

間
の
経
験
が
生
か
さ

れ
た
と
筆
者
は
考
え

て
い
る
。

図 7　『暴徒日向路引退図』（熊本市立熊本博物館所蔵）

図 8　『会津戦争記聞』（福島県立博物館所蔵）
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お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
記
者
沼
尻
絓
一
郎
と
絵
師
安
達
吟

光
は
、
新
聞
で
鹿
児
島
で
の
騒
動
が
報
道
さ
れ
る
や
い
な
や
、“
私

学
校
生
徒
ら
の
説
諭
に
あ
た
っ
た
が
諦
め
て
行
方
を
く
ら
ま
し
た
”

と
伝
え
ら
れ
た
西
郷
隆
盛
の
行
動
に
お
け
る
「
説
諭
」
の
部
分
を
拡

大
解
釈
し
て
、
勇
ま
し
く
「
鎮
撫
」
に
あ
た
る
姿
を
生
み
だ
し
、
西

郷
が
反
乱
に
与
し
て
い
る
こ
と
が
報
道
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
と

一
気
に
「
逆
将
」
に
転
じ
さ
せ
て
描
く
な
ど
、
絵
と
詞
書
を
巧
み
に

連
携
さ
せ
て
西
南
戦
争
開
始
前
後
に
速
報
的
な
錦
絵
を
発
表
し
て
い

た
。
西
郷
お
よ
び
西
南
戦
争
へ
の
世
間
の
注
目
度
の
高
さ
を
当
て
込

ん
だ
創
意
工
夫
だ
が
、
彼
ら
は
あ
く
ま
で
新
聞
報
道
以
上
の
内
容
は

盛
り
込
ん
で
お
ら
ず
、
東
京
に
い
て
入
手
で
き
る
限
り
の
情
報
を
一

枚
の
画
面
上
に
組
み
立
て
て
み
せ
た
。
こ
う
し
て「
西
南
戦
争
錦
絵
」

の
世
界
を
誰
よ
り
早
く
開
拓
し
な
が
ら
も
、
そ
の
後
活
動
の
中
心
は

「
実
録
」
に
移
り
、
世
間
の
盛
り
上
が
り
と
は
対
照
的
に
八
月
以
降

は
主
体
的
な
制
作
活
動
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
再
び
訪
れ

た
商
機
に
何
故
彼
ら
（
特
に
沼
尻
）
は
乗
じ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

以
下
、
筆
者
の
推
論
を
述
べ
る
。

『
鎮
撫
鹿
児
嶋
新
聞
』
に
見
た
通
り
、
当
初
か
ら
沼
尻
は
西
郷
隆

盛
を
「
鎮
撫
」
の
立
場
に
立
つ
者
と
し
て
描
い
た
。
そ
れ
は
消
費
者

が
求
め
る
光
景
で
あ
る
以
上
に
、
彼
自
身
が
西
郷
に
託
し
た
期
待
を

示
す
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
沼
尻
は
鹿
児

島
士
族
た
ち
の
不
穏
な
動
き
を
新
聞
で
目
に
し
、
前
年
に
相
次
い
で

発
生
し
た
士
族
反
乱
と
同
様
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
事
件
に
な
る
と

予
測
し
て
、
こ
れ
を
人
々
に
い
ち
早
く
報
じ
る
た
め
即
座
に
錦
絵
の

出
版
を
届
け
出
た
。
し
か
し
そ
れ
ま
で
の
事
件
と
異
な
る
の
は
、
鹿

児
島
に
は
西
郷
隆
盛
と
い
う
大
き
な
影
響
力
を
有
す
る
人
物
が
隠
遁

し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
沼
尻
は
西
郷
が
明
治
政
府
の
側
に
立
っ
て

士
族
た
ち
を
説
得
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
作
品
を
制
作
し
た
。
と
こ

ろ
が
薩
軍
征
討
令
に
よ
っ
て
士
族
た
ち
が
西
郷
を
担
ぎ
上
げ
た
こ
と

が
判
明
し
、「
鎮
撫
」
の
語
を
削
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
、

誕
生
し
て
間
も
な
い
政
府
軍
が
こ
の
反
乱
を
無
事
に
鎮
圧
で
き
る
の

か
ど
う
か
不
安
が
生
ま
れ
る
。
薩
軍
の
敗
戦
が
続
き
西
南
戦
争
に
対

す
る
世
間
の
人
々
の
注
目
度
が
下
が
っ
て
く
る
と
、
今
度
は
活
動
の

主
軸
を
「
実
録
」
に
移
し
て
、
そ
の
詳
細
な
解
説
に
努
め
た
。
し
か

し
い
よ
い
よ
戦
争
終
結
の
気
配
が
濃
厚
に
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
熱

意
は
徐
々
に
下
が
り
、
つ
い
に
は
「
実
録
」
の
刊
行
を
中
断
す
る
に

至
る
。
沼
尻
絓
一
郎
と
い
う
人
物
の
出
自
は
「
平
民
」
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
西
南
戦
争
も
の
の
「
実
録
」
に
携
わ
っ
た
文
筆
家
に
は
武

士
階
級
の
出
身
者
が
多
く
、
彼
も
旧
士
族
層
に
近
い
立
場
の
人
間
で

あ
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
彼
が
商
売
感
覚
だ
け
で
な
く
こ
の
事
件
を

消
費
者
に
伝
え
る
と
い
う
義
務
感
か
ら
「
西
南
戦
争
錦
絵
」
お
よ
び

「
実
録
」
出
版
に
携
わ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
る
程
度
納
得
が
い
く
。
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こ
の
沼
尻
絓
一
郎
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

　
本
稿
で
対
象
と
し
た
戦
報
錦
絵
の
他
に
も
、
西
南
戦
争
期
に
は
人

物
画
や
戊
辰
戦
争
の
子
供
遊
び
絵
を
継
承
し
た
諷
刺
画
、
大
阪
に
特

徴
的
な
錦
絵
新
聞
の
発
行
な
ど
様
々
な
形
態
の
「
西
南
戦
争
錦
絵
」

が
作
ら
れ
、
西
南
戦
争
に
題
を
と
っ
た
芝
居
や
狂
言
も
上
演
、
そ
の

劇
中
人
物
た
ち
が
さ
ら
に
錦
絵
に
描
か
れ
る
と
い
う
広
が
り
を
見
せ

て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
を
検
討
し
て
い
く
上
で
、
記
者
や
絵
師
が
新
聞

報
道
を
ど
の
よ
う
に
取
捨
選
択
し
て
錦
絵
を
制
作
す
る
か
、
ま
た
新

聞
の
最
新
情
報
を
錦
絵
に
取
り
込
む
に
あ
た
っ
て
具
体
的
に
ど
れ
く

ら
い
の
期
間
を
要
す
る
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き
た
こ
と
は
、

筆
者
に
と
っ
て
大
き
な
一
歩
で
あ
っ
た
。

制
作
と
い
う
側
面
と
比
較
し
て
な
か
な
か
探
り
に
く
い
の
が
、

こ
う
し
た
錦
絵
が
ど
の
よ
う
に
消
費
さ
れ
た
か
と
い
う
享
受
の
側
面

だ
が
、「
西
南
戦
争
錦
絵
」
が
明
治
一
〇
年
の
東
京
に
お
い
て
果
た

し
た
役
割
を
考
え
る
上
で
は
非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
以
下
、

こ
ち
ら
も
仮
説
段
階
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
の
推
論
を
述
べ
る
。

　「
西
南
戦
争
錦
絵
」
で
最
も
多
い
大
判
三
枚
続
の
判
型
で
は
価
格

は
六
銭
に
統
一
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
当
時
の
米
一
升
の
相
場
価
格（
（2
（

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
錦
絵
ひ
と
つ
に
米
一
升
分
の
金
額
を
払
え
る

層
と
い
う
の
は
そ
う
多
く
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
詞
書
に
は
振
仮
名
が

振
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
く
、
漢
字
交
じ
り
の
難
解
な
文
章
を
読

解
で
き
る
層
と
な
る
と
さ
ら
に
限
ら
れ
て
く
る
。
し
か
し
錦
絵
と
い

う
メ
デ
ィ
ア
は
そ
れ
を
購
入
し
た
者
の
み
が
家
に
持
ち
帰
っ
て
楽
し

む
も
の
で
は
な
く
、
絵
草
紙
屋
の
店
先
に
吊
さ
れ
、
多
く
の
人
が
集

ま
っ
て
感
想
を
言
い
合
い
な
が
ら
眺
め
て
楽
し
む
も
の
で
あ
る
。
漢

字
が
読
め
な
く
と
も
、
知
識
の
あ
る
者
が
音
読
し
て
く
れ
る
。
店
先

に
飾
ら
れ
た
「
西
南
戦
争
錦
絵
」
に
人
々
が
集
ま
る
様
子
は
、
新
聞

記
事（
（2
（

や
お
雇
い
外
国
人
モ
ー
ス
の
日
記（
（2
（

に
も
散
見
さ
れ
、
当
時
あ
ち

こ
ち
で
見
ら
れ
た
光
景
と
考
え
ら
れ
る
。第
二
章
第
二
節
で
筆
者
は
、

東
京
市
民
に
と
っ
て
西
南
戦
争
と
は
直
接
被
害
を
受
け
る
こ
と
な

く
、
遠
い
場
所
か
ら
眺
め
る
戦
争
と
述
べ
た
が
、
そ
の
戦
争
を
眺
め

る
場
所
と
し
て
、
人
々
の
戦
争
に
対
す
る
関
心
を
維
持
す
る
装
置
と

な
っ
た
の
が
、
絵
草
紙
屋
の
こ
う
し
た
空
間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
画
面
で
は
か
つ
て
の
藩
兵
で
あ
る
士
族
ら
と
、
未
だ
権
威

を
確
立
し
き
れ
て
い
な
い
明
治
政
府
の
軍
隊
が
戦
っ
て
お
り
、
政
府

の
検
閲
を
通
過
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
多
か
れ
少
な
か
れ
消

費
者
の
願
望
を
汲
ん
で
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
西
南
戦
争
錦
絵
」

の
享
受
の
側
面
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
る
こ
と
で
、
当
時
の
様
々
な

階
層
の
人
々
が
向
け
た
士
族
層
に
対
す
る
眼
差
し
、
そ
し
て
維
新
政

権
に
対
す
る
眼
差
し
の
一
端
を
、
今
後
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

表
２
－
１

表
３
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「
鎮
撫
」
す
る
西
郷
像
か
ら
見
る
西
南
戦
争
錦
絵
（
高
橋
）

1877
年

年
月
日
不
明

（
1877

年
と
推
定
）

形
態

内
容

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

月
日
不
明

三枚続

戦
報
錦
絵

13
46

49
15

10
9

25
32

27
10

1
15

16
人
物
画

2
1

1
2

1
2

地
図
・
番
付

3
1

1
過
去

2
4

1
1

2
諷
刺
画

1
1

1
役
者
絵

2
1

1
3

創
作

1
1

2
三
枚
続
合
計

13
52

50
18

11
11

31
35

28
12

5
21

19

二枚続

戦
報
錦
絵

1
人
物
画

1
地
図
・
番
付

1
過
去

諷
刺
画

2
3

1
2

2
5

役
者
絵

創
作

3
3

二
枚
続
合
計

2
3

1
1

6
5

6

一枚絵

戦
報
錦
絵

1
3

2
1

人
物
画

7
8

8
1

9
6

1
2

17
地
図
・
番
付

1
1

過
去

諷
刺
画

4
2

3
2

役
者
絵

3
1

6
創
作

一
枚
絵
合
計

15
3

9
8

1
15

17
1

2
20

五
枚
続
・
六
枚
続
合
計

1
1

1

表
2
－
1
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史
苑
（
第
七
七
巻
第
一
号
）

1877
年

年
月
日
不
明

（
1877

年
と
推
定
）

形
態

内
容

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

月
不
明

お
も
ち
ゃ
絵

1
4

7
3

絵
双
六

2
4

1
錦
絵
新
聞
（
東
京
）

8
6

3
2

2
錦
絵
新
聞
（
大
阪
）

27
8

4
5

4
11

24

1878
年

年
月
日
不
明

（
1878

年
と

推
定
）

1879
年

1881
年

1885
年

1888
年

1891
年

1892
年

1893
年

形
態

内
容

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

7
月

8
月

12
月

月
不
明

三枚続

戦
報
錦
絵

1
1

人
物
画

1
諷
刺
画

1
1

役
者
絵

2
7

9
1

3
5

創
作
そ
の
他

1
1

1
1

2
活
人
形
広
告

1
三
枚
続
合
計

3
7

9
1

1
1

1
4

5
1

1
1

1
2

1
二
枚
続
合
計

1
1

一枚絵

人
物
画

4
1

5
2

1
諷
刺
画

役
者
絵

4
創
作
そ
の
他

2
1

1
活
人
形
広
告

1
一
枚
絵
合
計

2
4

1
1

5
2

4
1

1
1

表
２
－
２

表
３

表
2
－
2

表
3
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「
鎮
撫
」
す
る
西
郷
像
か
ら
見
る
西
南
戦
争
錦
絵
（
高
橋
）

文
献
一
覧

荒
野
泰
典
、
石
井
正
敏
、
村
井
章
介
編
『
日
本
の
対
外
関
係
７
　
近

代
化
す
る
日
本
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）。

猪
飼
隆
明
『
西
郷
隆
盛
　
―
西
南
戦
争
へ
の
道
―
』（
岩
波
新
書
、

一
九
九
二
年
）。

猪
飼
隆
明
「
士
族
反
乱
と
西
郷
伝
説
」（
松
尾
正
人
編
『
日
本
の

時
代
史
二
一
　
明
治
維
新
と
文
明
開
化
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
四
年
）。

猪
飼
隆
明
『
西
南
戦
争
　
戦
争
の
大
義
と
動
員
さ
れ
る
民
衆
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）。

石
堂
彰
彦
『
近
代
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
と
階
層
意
識
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
二
年
）。

大
久
保
純
一
『
浮
世
絵
出
版
論
　
大
量
生
産
・
消
費
さ
れ
る
〈
美
術
〉』

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）。

大
庭
卓
也
、
生
住
昌
大
編
『
久
留
米
大
学
御
井
図
書
館
貴
重
資
料
企

画
展
　
西
南
戦
争
―
報
道
と
、
そ
の
広
が
り
』（
久
留
米
大
学

文
学
部
、
二
〇
一
四
年
）。

生
住
昌
大
「
士
族
反
乱
報
道
と
士
族
反
乱
実
録
―
前
田
健
次
郎

編
『
絵
入
新
聞
西
国
戦
争
日
誌
』
の
検
討
―
」（『
九
州
史
学
』

一
四
九
、九
州
史
学
研
究
会
、
二
〇
〇
八
年
）。

生
住
昌
大
「
明
治
期
実
録
の
研
究
―
士
族
反
乱
も
の
を
中
心
と
し
て

―
」（
博
士
論
文
、
二
〇
一
四
年
）。

生
住
昌
大
「
西
南
戦
争
と
錦
絵
：
報
道
言
説
の
展
開
と
明
治
一
〇
年

代
の
出
版
界
」（『
日
本
近
代
文
学
』
九
〇
、日
本
近
代
文
学
会
、

二
〇
一
四
年
）。

生
住
昌
大
「
西
南
戦
争
も
の
実
録
の
享
受
と
検
閲
―
沼
尻
絓
一
郎
作

品
を
例
と
し
て
―
」（『
文
学
』
一
六
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五

年
）。

今
井
昭
彦
『
反
政
府
軍
戦
没
者
の
慰
霊
』（
御
茶
の
水
書
房
、

二
〇
一
三
年
）。

岩
崎
均
史「
幕
末
～
明
治
の
浮
世
絵
事
情
と
新
聞
錦
絵
」（
木
下
直
之
、

吉
見
俊
哉
編
『
ニ
ュ
ー
ス
の
誕
生
：
か
わ
ら
版
と
新
聞
錦
絵
の

情
報
世
界
』
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
、
一
九
九
九
年
）。

小
川
原
正
道
『
西
南
戦
争
　
西
郷
隆
盛
と
日
本
最
後
の
内
戦
』（
中

公
新
書
、
二
〇
〇
七
年
）。

小
野
秀
雄
『
内
外
新
聞
史
』（
日
本
新
聞
協
会
、
一
九
六
一
年
）。

木
下
直
之
、
吉
見
俊
哉
編
『
ニ
ュ
ー
ス
の
誕
生
　
か
わ
ら
版
と

新
聞
錦
絵
の
情
報
世
界
』、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
、

一
九
九
九
年
）。

小
西
四
郎
『
錦
絵
幕
末
明
治
の
歴
史
八
　
西
南
戦
争
』（
講
談
社
、

一
九
九
七
年
）。

佐
々
木
克
「
西
郷
隆
盛
と
西
郷
伝
説
」（『
岩
波
講
座
日
本
通
史
　
近

代
Ⅰ
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）。

佐
々
木
亨
「
西
南
戦
争
と
草
双
紙
　
―
『
鳥
追
阿
松
海
上
新
話
』
の

出
現
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
近
世
文
芸
』
六
九
、一
九
九
九
年
）。

佐
々
木
亨
「『
鹿
児
島
実
記
一
夕
話
』
と
『
鳥
追
阿
松
海
上
新
話
』

大
倉
孫
兵
衛
の
戦
略
」（『
国
文
学
研
究
』
一
二
七
、
早
稲
田
大

学
国
文
学
会
、
一
九
九
九
年
）。
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史
苑
（
第
七
七
巻
第
一
号
）

篠
田
鉱
造
『
明
治
百
話
（
上
）』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
）。

鈴
木
俊
幸
『
絵
草
子
屋
　
江
戸
の
浮
世
絵
シ
ョ
ッ
プ
』（
平
凡
社
、

二
〇
一
〇
年
）。

園
田
英
弘
・
濱
名
篤
・
廣
田
照
幸
著
『
士
族
の
歴
史
社
会
学
的
研
究
』

（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）。

土
屋
礼
子
「
明
治
初
期
小
新
聞
に
み
る
投
書
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」（『
新
聞
学
評
論
』
四
一
、
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
会
、
一
九
九
二
年
）。

土
屋
礼
子
「
ニ
ュ
ー
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
錦
絵
新
聞
」（『
マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
四
六
、
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
、
一
九
九
五
年
）。

土
屋
礼
子
「
錦
絵
新
聞
と
は
何
か
（
木
下
直
之
、
吉
見
俊
哉
編
『
ニ

ュ
ー
ス
の
誕
生
：
か
わ
ら
版
と
新
聞
錦
絵
の
情
報
世
界
』
東
京

大
学
総
合
研
究
博
物
館
、
一
九
九
九
年
）。

土
屋
礼
子
「
明
治
初
期
の
ニ
ュ
ー
ス
冊
子
に
み
る
絵
と
報
道
」

（『
こ
と
ば
と
社
会(

四)

　
メ
デ
ィ
ア
と
多
言
語
』
三
元
社
、

二
〇
〇
〇
年
）。

土
屋
礼
子
編
『
日
本
錦
絵
新
聞
集
成
』（
文
生
書
院
、二
〇
〇
〇
年
）。

土
屋
礼
子
『
大
衆
紙
の
源
流
　
明
治
期
小
新
聞
の
研
究
』（
世
界
思

想
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

富
澤
達
三
『
錦
絵
の
ち
か
ら
　
幕
末
の
時
事
的
錦
絵
と
か
わ
ら
版
』

（
文
生
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）。

奈
倉
哲
三
『
諷
刺
眼
維
新
変
革
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）。

日
本
浮
世
絵
協
会
編
『
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
』（
大
修
館
書
店
、

一
九
八
二
年
）。

牧
原
憲
夫
『
明
治
七
年
の
大
論
争
　
建
白
書
か
ら
見
た
近
代
国
家
と

民
衆
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
〇
年
）。

牧
原
憲
夫
『
客
分
と
国
民
の
あ
い
だ
　
近
代
民
衆
の
政
治
意
識
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）。

松
井
英
男
『
浮
世
絵
の
見
方
　
芸
術
性
・
資
料
性
を
正
し
く
理
解
す

る
』（
誠
文
堂
新
光
社
、
二
〇
一
二
年
）。

南
和
男
『
幕
末
江
戸
の
文
化
　
浮
世
絵
と
風
刺
画
』（
塙
書
房
、

一
九
九
八
年
）。

南
和
男
『
幕
末
維
新
の
風
刺
画
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）。

山
本
武
利
『
近
代
日
本
の
新
聞
読
者
層
』（
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
八
一
年
）。

林
原
純
生
「
西
南
戦
争
の
戦
後
史
一
面
―
「
か
な
よ
み
」
と
「
有
喜

世
新
聞
」
の
対
立
、
そ
し
て
「
西
南
雲
晴
朝
東
風
」
―
」（『
日

本
文
学(

五
六)

』
日
本
文
学
協
会
、
二
〇
〇
七
年
）。

渡
辺
保
『
明
治
演
劇
史
』（
講
談
社
、
二
〇
一
二
年
）。

註（1
）
錦
絵
版
『
東
日
』『
郵
便
報
知
』
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
錦
絵
新

聞
は
大
判
一
枚
が
基
本
形
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
台
湾
出
兵
や
士
族

反
乱
な
ど
の
戦
乱
を
伝
え
る
際
に
は
、
三
枚
続
の
形
態
で
出
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。

（
2
）
三
月
二
九
日
付
『
朝
野
』、
六
月
一
八
日
付
『
郵
便
報
知
』
な
ど
に

記
事
が
見
ら
れ
る
。
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「
鎮
撫
」
す
る
西
郷
像
か
ら
見
る
西
南
戦
争
錦
絵
（
高
橋
）

（
3
）
明
治
大
学
博
物
館
、
東
京
大
学
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
、
鹿
児
島
大

学
附
属
図
書
館
、
鹿
児
島
市
立
美
術
館
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
、
熊

本
市
立
熊
本
博
物
館
、
土
佐
山
内
家
宝
物
資
料
館
、
高
知
市
民
図
書

館
（
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
は
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
に
寄
託
、

調
査
済
）、
広
島
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
。
こ
の
内
明
治
大
学
博
物
館
、

東
京
大
学
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
に
は
「
西
南
戦
争
錦
絵
」
と
い
う
独

立
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
存
在
せ
ず
、
所
蔵
品
の
中
か
ら
筆
者
が
「
西

南
戦
争
錦
絵
」
に
類
す
る
と
判
断
し
た
も
の
を
選
出
し
て
い
る
。
ま

た
広
島
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
画

像
デ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
る
も
の
を
借
り
る
形
で
調
査
を
行
っ
た
。

（
4
）
小
西
四
郎
『
錦
絵
幕
末
明
治
の
歴
史
８
　
西
南
戦
争
』（
講
談
社
、

一
九
九
七
年
）、
佐
々
木
克
「
西
郷
隆
盛
と
西
郷
伝
説
」（『
岩
波
講
座

日
本
通
史
　
近
代
Ⅰ
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）、
坂
井
新
二
「
西

郷
伝
説
の
再
考
察
」（『
学
習
院
史
学
』
三
三
、
学
習
院
大
学
史
学
会
、

一
九
九
五
年
）。

（
5
）
土
屋
礼
子
「
明
治
初
期
の
ニ
ュ
ー
ス
冊
子
に
み
る
絵
と
報
道
」（『
こ

と
ば
と
社
会
（
四
）
メ
デ
ィ
ア
と
多
言
語
』
三
元
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。

ま
た
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
錦
絵
新
聞
や
小
新
聞
に
注
目
し
、「
明
治
初

期
小
新
聞
に
み
る
投
書
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（『
新
聞
学
評
論
』

四
一
、
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
、
一
九
九
二
年
）、

「
ニ
ュ
ー
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
錦
絵
新
聞
」（『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
四
六
、
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
、

一
九
九
五
年
）、『
大
衆
紙
の
源
流
　
明
治
期
小
新
聞
の
研
究
』（
世
界

思
想
社
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。

（
6
）「
西
南
戦
争
と
草
双
紙
　
―
『
鳥
追
阿
松
海
上
新
話
』
の
出
現
を
め

ぐ
っ
て
―
」（『
近
世
文
芸
』
六
九
、一
九
九
九
年
）、
佐
々
木
亨
「『
鹿

児
島
実
記
一
夕
話
』
と
『
鳥
追
阿
松
海
上
新
話
』
大
倉
孫
兵
衛
の
戦
略
」

（『
国
文
学
研
究
』
一
二
七
、
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
、
一
九
九
九
年
）

な
ど
。

（
7
）「
士
族
反
乱
報
道
と
士
族
反
乱
実
録
―
前
田
健
次
郎
編
『
絵
入
新
聞

西
国
戦
争
日
誌
』
の
検
討
―
」（『
九
州
史
学
』
一
四
九
、九
州
史
学
研

究
会
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。

（
8
）「
西
南
戦
争
と
錦
絵
：
報
道
言
説
の
展
開
と
明
治
一
〇
年
代
の
出
版

界
」（『
日
本
近
代
文
学
』
九
〇
、
日
本
近
代
文
学
会
、
二
〇
一
四
年
）

な
ど
。

（
9
）『
鹿
児
島
記
聞
』
奥
付
に
よ
る
。

（
10
）『
西
南
太
平
記
』『
西
南
鎮
静
記
』
奥
付
に
よ
る
。

（
11
）
吉
野
孝
雄
『
宮
武
外
骨
』
四
三
頁
、
明
治
二
二
年
に
大
日
本
帝
国

憲
法
発
布
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
挿
絵
を
描
い
た
こ
と
で
不
敬
罪
に
問

わ
れ
た
際
、
三
六
歳
だ
っ
た
と
あ
る
。

（
12
）
こ
れ
は
版
元
植
木
林
之
助
と
同
所
で
あ
る
が
、
関
係
性
は
不
明
。

堀
江
町
時
代
に
は
煙
草
屋
を
営
ん
で
い
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

（
13
）
例
外
と
し
て
、
詞
書
の
な
い
『
鹿
児
島
猛
勇
揃
』
と
『
暴
徒
日
向

路
引
退
図
』
が
あ
る
。
ま
た
『
鹿
児
島
新
聞
』
の
表
題
で
記
者
が
不

明
な
二
点(

三
月
二
七
日
、
四
月
五
日)

に
つ
い
て
は
、
沼
尻
が
書

い
た
も
の
と
判
断
し
表
１
で
も
そ
の
よ
う
に
整
理
し
た
。

（
14
）
鹿
児
島
市
立
美
術
館
提
供
の
所
蔵
品
リ
ス
ト
で
表
題
の
み
確
認
。

額
装
品
の
た
め
見
学
・
撮
影
不
可
。

（
15
）こ
れ
以
前
に
二
月
七
日
御
届
の
芳
年
画『
島
津
家
英
雄
揃
』（
林

吉
蔵
版
）
が
あ
る
が
、
疑
問
点
が
多
く
残
る
た
め
検
討
の
対
象

と
し
な
か
っ
た
。

（
16
）
大
山
県
令
は
じ
め
鹿
児
島
県
庁
は
当
初
か
ら
私
学
校
党
に
与
し
て

お
り
、
襲
撃
さ
れ
る
理
由
は
な
か
っ
た
。

（
17
）
一
月
二
九
日
の
夜
か
ら
二
月
二
日
に
か
け
、
私
学
校
生
徒
ら
が
政
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史
苑
（
第
七
七
巻
第
一
号
）

府
の
火
薬
庫
・
弾
薬
庫
を
襲
撃
し
た
事
件
。

（
18
）
二
月
三
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
、
大
警
視
川
路
利
良
の
差
し
向
け

た
「
視
察
団
」
が
私
学
校
生
徒
ら
に
よ
り
捕
縛
さ
れ
、
拷
問
の
末
メ

ン
バ
ー
の
ひ
と
り
少
警
視
中
原
尚
雄
か
ら
“
西
郷
暗
殺
計
画
”
を
自

供
す
る
口
供
書
が
と
ら
れ
た
事
件
。
私
学
校
党
が
蜂
起
す
る
上
で
格

好
の
口
実
と
な
っ
た
。

（
19
）
東
京
府
知
事
の
達
、
丙
第
九
二
号
に
よ
る
。
こ
の
時
他
に
も
四
点

の
錦
絵
が
あ
わ
せ
て
処
分
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

（
20
）
生
住
昌
大
「
西
南
戦
争
と
錦
絵
：
報
道
言
説
の
展
開
と
明
治
一
〇

年
代
の
出
版
界
」（『
日
本
近
代
文
学
』
九
〇
、
日
本
近
代
文
学
会
、

二
〇
一
四
年
）
九
頁
。
実
際
に
は
桐
野
利
秋
が
田
原
坂
に
お
け
る
戦

闘
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。

（
21
）
小
西
四
郎
『
錦
絵
幕
末
明
治
の
歴
史
八
　
西
南
戦
争
』（
講
談
社
、

一
九
九
七
年
）、
大
庭
卓
也
、
生
住
昌
大
編
『
久
留
米
大
学
御
井
図

書
館
貴
重
資
料
企
画
展
　
西
南
戦
争
―
報
道
と
、
そ
の
広
が
り
』（
久

留
米
大
学
文
学
部
、
二
〇
一
四
年
）、『
別
冊
太
陽
　
月
岡
芳
年
　
幕

末
・
明
治
を
生
き
た
奇
才
浮
世
絵
師
』（
岩
切
友
里
子
監
修
、
平
凡
社
、

二
〇
一
二
年
）。

（
22
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
東
京
都
立
図
書
館

TO
K

YO

ア
ー
カ
イ
ブ
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
浮
世
絵
閲
覧
シ
ス
テ
ム
、
文
化

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
、
大
英
博
物
館Collection search

、w
eb

サ
イ
ト
「
西

南
戦
争
錦
絵
美
術
館
」（http://seinansensonishikie.jim

do.
com

/

）、
土
屋
礼
子
編
『
日
本
錦
絵
新
聞
集
成
』（CD

-RO
M

）。

（
23
）
新
聞
の
戦
争
報
道
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
も
の
を
「
戦
報
錦
絵
」、

薩
軍
・
官
軍
の
諸
将
が
人
物
紹
介
的
に
描
か
れ
た
も
の
を
「
人
物
画
」、

鹿
児
島
や
熊
本
の
地
形
お
よ
び
軍
隊
の
配
置
に
つ
い
て
名
所
絵
風
に

描
い
た
も
の
、
お
よ
び
各
戦
闘
を
相
撲
の
番
付
形
式
で
描
い
た
も
の

を
合
わ
せ
て
「
地
図
・
番
付
」、
戊
辰
戦
争
や
征
韓
論
争
な
ど
過
去
の

事
件
に
お
け
る
西
郷
の
姿
を
描
い
た
も
の
を
「
過
去
」、
西
南
戦
争

や
西
郷
隆
盛
を
直
接
的
に
、
あ
る
い
は
「
判
じ
物
」
形
式
で
諷
刺
し

た
も
の
を
「
諷
刺
画
」、西
郷
ら
を
役
者
に
見
立
て
た
役
者
見
立
て
絵
、

お
よ
び
西
南
戦
争
を
題
材
と
し
た
「
西
南
雲
晴
朝
東
風
」
等
の
芝
居

絵
を
「
役
者
絵
」、
主
に
西
郷
の
死
後
に
描
か
れ
、
地
獄
で
閻
魔
大
王

を
相
手
に
大
暴
れ
す
る
姿
や
竜
宮
城
に
攻
め
込
む
姿
を
描
い
た
も
の

を
「
創
作
」、
一
枚
の
紙
を
三
～
八
分
割
な
ど
に
し
て
戦
争
や
人
物
が

描
か
れ
た
も
の
を
、切
り
取
っ
て
遊
ぶ
用
途
の
も
の
と
想
定
し
て
「
お

も
ち
ゃ
絵
」、
西
南
戦
争
の
各
場
面
を
双
六
に
仕
立
て
た
も
の
を
「
絵

双
六
」、
そ
し
て
、
小
型
の
判
型
で
共
通
の
タ
イ
ト
ル
と
号
数
が
掲
げ

ら
れ
、
明
ら
か
に
「
錦
絵
新
聞
」
を
標
榜
し
て
制
作
さ
れ
た
と
見
ら

れ
る
も
の
を
戦
報
錦
絵
と
区
別
し
て
「
錦
絵
新
聞
」
と
分
類
し
た
。

（
24
）
土
屋
礼
子
「
明
治
初
期
の
ニ
ュ
ー
ス
冊
子
に
み
る
絵
と
報
道
」（『
こ

と
ば
と
社
会
』
四
号
、
三
元
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
二
八
頁
。

（
25
）
篠
田
鉱
造
『
明
治
百
話
（
上
）』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）

二
二
一
頁
。

（
26
）
山
本
武
利
『
近
代
日
本
の
新
聞
読
者
層
』（
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
八
一
年
）
六
六
頁
。

（
27
）
一
二
月
一
八
日
付
『
讀

よ
み
う
り賣

新し
ん
ぶ
ん

聞
』「
寄よ
せ
ぶ
み書

」
欄
。

（
28
）
Ｅ
．
Ｓ
．
モ
ー
ス
著
、
石
川
欣
一
訳
『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
』（
科

学
知
識
普
及
会
、
一
九
二
五
年
）
三
二
四
頁
。

（
聖
望
学
園
高
等
学
校
社
会
科
非
常
勤
講
師
） 
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「
鎮
撫
」
す
る
西
郷
像
か
ら
見
る
西
南
戦
争
錦
絵
（
高
橋
）

Seinan War Nishikie (Woodblock Prints) on the Suppressor 
Takamori Saigo: An Analysis of Serial Articles Found in 
Kagoshima Shinbun (Kagoshima Newspaper)

TAKAHASHI, Miku

The aim of the present paper is to clarify the production process of 
woodblock prints and the roles of their craftsmen of each process during 
the Seinan War period. 

After the Seinan War (Satsuma Rebellion) broke out in 1877 the 
number of production of woodblock prints illustrating the war was 
growing. It is known to us that there appeared a lot of kinds of such 
new prints media: portraits of those who were concerned with the Sein-
an War, satirical arts originating from paintings of children during the 
Boshin War and newspapers with prints especially issued in Osaka. 
These new media were called the Seinan War Nishikie (i.e woodblock 
prints produced during the Seinan War) collectively.

Here I would like to show the production process of woodblock 
prints and the roles of their craftsmen by examining a combination of a 
writer and a painter: Kaiichiro Numajiri and Ginko Adachi. The combi-
nation was one of the first examples who produced newspaper articles 
based on woodblock prints during the Seinan War period. They changed 
the representation of Saigo Takamori on their newspaper articles before 
and after the Order of Subjugation of Satsuma in 1877: Before the Or-
der Saigo was represented as a person to suppress the private students’ 
disturbance on their prints. However, after the Order of Subjugation 
was issued (and it was known to the public that Saigo led the rebellion), 
they came to represent him as a leader of rebellion against the Imperial 
State. This change of the representation of Saigo would make us under-
stand that Numajiri and Adachi obtained the precise information on the 
Seinan War rapidly by reading the newspaper report by the minute.

As the above-mentioned research I would conclude that the Seinan 
War Nishikie were a new media which reflected a rapid change of the 
era directly. Broadly speaking, the appearance of the new media could 
testify social and cultural change of transition from early modern to 
modern society.

.


